
秋田わか杉国体陸上成年女子100mハードル決
勝。横手が生んだ陸上競技界の第一人者、茂
木智子選手は、このレースで長い競技生活を
締めくくった（関連記事11ページ）。

未来を見つめながら・・・
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

イベントカレンダーE

平鹿りんご味覚まつり（10：00～15：00、ときめき
交流センター『ゆっぷる』）

霜月神楽（19：00～８日6：00、波宇志別神社里宮
神殿）

Pick uppPick upPick up

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● Pick uppPick upPick up
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南部シルバーエリア無料映写会のお知らせ
◆上映時間／午後１時～
　11日（日） 「森のリトル・ギャング」　【83分】
　18日（日） 「ワンピース 呪われた聖剣」
　　　　　　　　　　　　 　　　　 【95分】
◆問合せ／南部シルバーエリア　26－3880

11月1日～11月17日

発行／横手市役所　　0182-35-2111（代）
編集・デザイン／総務企画部 企画課
〒013-8601　横手市前郷字下三枚橋163
TEL:0182-35-2162　FAX:0182-33-6061
ホームページアドレス／http://www.city.yokote.lg.jp/

■11月18日（日）
第５回横手市増田
『民俗芸能
 フェスティバル』

■11月７日（水）・８日（木）
霜月神楽
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●ＪＢＬ横手市増田大会
　アイシンVSオーエスジー
　日本バスケットボール界のトッププレー
をご観戦ください。
日　時／11月４日（日）8：00開場
場　所／増田体育館
入場料／一般2,000円・中高生1,500円・小
　　　　学生1,000円、※前売り500円引き
問合せ／横手市増田バスケットボール協会
　　　　　45－3660

●パッチワークキルト・
　エムハート10周年記念作品展
日時／11月３日（土）・４日（日）、9：30～
場所／秋田ふるさと村ドーム劇場（入場無料）

●SHI KI SHI（色紙）展
　～１枚の色紙に込められた想い～
　増田まんが美術館では、平成12年度に行
われた『矢口高雄氏マンガ家生活30周年記
念式典』の際に、国内の著名なマンガ家か
ら矢口氏に贈られたお祝い色紙を展示して
います。ぜひご覧ください。（入場無料）
展示期間／12月９日（日）まで
場　　所／増田ふれあいプラザ企画展示室

－

　増田地域には古くから続
く民俗芸能が存在しますが、
近年後継者不足などの課題
を抱えています。地域の民
俗芸能保存会では、芸能の
保存・継承のため、後継者
育成に努めていますが、こ
の度その成果を披露する『民俗芸能フェスティバル』を開催
します。
　ふだん目にすることが難しい県内外の民俗芸能保存会の協
力を得て、10団体が出演します。ぜひご来場ください。
◆日　　時／11月18日（日）午後０時30分～５時（正午開場）
◆場　　所／増田ふれあいプラザ・コンベンションホール
◆入 場 料／無料
◆出演団体／八木番楽保存会、戸波郷土芸能保存会、福嶋サ
　イサイ囃子保存会、増田盆おどり保存会、櫻林御鷹太鼓、
　仁井田番楽保存会、深間内神楽保存会、飯田川鷺舞保存会、
　猿倉人形野中人形芝居、岩崎鬼剣舞保存会（岩手県北上市）
◆問 合 せ／増田地域センター（増田ふれあいプラザ内）
　　　　　　　45－5556

　国指定重要無形民俗文化財
『保呂羽山の霜月神楽』は、
保呂羽山波宇志別神社に伝わ
る貴重な神事で、1200年以上
の歴史があり、純神道の湯立
神楽としては日本最古のもの
です。
　毎年、霜月11月７日の夕方
から８日の朝にかけ、神に今

年の収穫を感謝し、来る年の五穀豊穣を祈って、33の神事が
夜を徹して行われます。
　神祭の形態は、近郷の神官が祭主の神殿に集まり神楽を行
う寄合神楽で、その形態が明治初期に廃絶した伊勢の霜月の
寄合神楽に似ていることから、その形態を伝える貴重な神楽
とされています。
◆日　時／11月７日（水）午後７時～８日（木）午前６時
◆場　所／波宇志別神社里宮神殿
◆問合せ／市教育委員会文化財保護課　24－3480

おう りん

さぎふか ま うち

けん ばい

ほ ろ わ

は う し

ゆ だて

わけ

おに

まい

み たか

11-1No.50
19 11 1月年平成 日号
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秋田わか杉国体総合開会式

国体は46年ぶり・障害者大会の歴史にも新たなページ

まごころ秋田ふたたび

黄
金
色
の
大
地
と
青
い
空
が
選
手
を
歓
迎

わか杉国体炬火リレーの最終走者を務めた茂木智子さ
ん（横手地域出身）と渡部敬祐さん（雄物川地域出身）歌手の北島三郎さんなどが駆けつけたわか杉大会総合閉会式

わか杉国体終了後、天皇杯・皇后杯を手に歓喜に沸く秋田県選手団

わか杉大会総合開会式では、アテネパラ
リンピックフルマラソン金メダリストの
高橋勇市さん（横手地域出身）が炬火走
者として登場。伴走は、鹿角市出身でマ
ラソンランナーとして世界の舞台で活躍
した高橋（旧姓浅利）純子さん

横手市内の子供たちが多数参加したわか杉国体オープニング 　

第
62
回
国
民
体
育
大
会
「
秋
田

わ
か
杉
国
体
」
が
９
月
29
日
か
ら

10
月
９
日
ま
で
の
日
程
で
、
ま
た

第
７
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
「
秋
田
わ
か
杉
大
会
」
が
10
月

13
日
か
ら
同
15
日
ま
で
の
日
程
で

そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
期
間
中
、
秋
田
県
内
は
お

お
む
ね
秋
晴
れ
と
な
り
、
国
内
最

高
レ
ベ
ル
の
競
技
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
天
候
と
な

り
ま
し
た
。

　

わ
か
杉
国
体
で
は
、
全
国
か
ら

２
万
人
以
上
の
選
手
が
集
い
、
県

内
各
地
域
で
競
技
を
行
っ
た
結
果
、

地
元
秋
田
県
が
見
事
総
合
優
勝
に

輝
き
、
初
め
て
と
な
る
天
皇
杯
お

よ
び
皇
后
杯
を
獲
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
わ
か
杉
大
会
で
は
、
約
６

千
人
が
参
加
し
て
競
技
を
繰
り
広

げ
た
結
果
、
こ
ち
ら
も
秋
田
県
と

し
て
は
過
去
最
高
と
な
る
１
２
４

個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
秋
田
県
民

に
大
き
な
夢
と
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

横
手
市
で
は
、
わ
か
杉
国
体
の

軟
式
野
球
（
一
般
Ｂ
）
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
（
少
年
男
女
）
、
ホ
ッ
ケ

ー
（
成
年
男
女
）
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

の
４
競
技
が
、
わ
か
杉
大
会
で
は

ボ
ウ
リ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
わ
か
杉
大
会
で
は
、
オ
ー

プ
ン
競
技
と
し
て
精
神
障
害
者
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
会
場
に
は
、
46
年
ぶ
り
に

秋
田
で
開
催
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
を
目
に
し
よ
う
と
、
連
日
大

勢
の
観
客
が
訪
れ
、
全
国
か
ら
参

加
し
た
選
手
た
ち
に
熱
い
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
報
よ
こ
て
で
は
、
横
手
市
内

で
開
催
さ
れ
た
競
技
の
模
様
を
中

心
に
お
伝
え
し
ま
す
。
競
技
会
場

に
足
を
運
ば
れ
た
方
も
そ
う
で
な

い
方
も
、
ぜ
ひ
大
会
の
興
奮
を
思

い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

横
手
会
場
も
興
奮
と

感
動
に
包
ま
れ
る
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　国体では優勝を目標に練習を重ねてきましたので、準決勝の京都府戦で、
相手に主導権を握られてしまい３位となったことについては多少の悔しさ
　　　　　　　　　が残ります。しかしこの結果は、子供の頃から好きな
　　　　　　　　　野球をさせてくれた家族や関係者の皆さんへの恩返し
　　　　　　　　　になったと思っています。大会期間中は、地元横手を
　　　　　　　　　はじめ県内各地から多くの方が会場に駆けつけてくれ
　　　　　　　　　ました。特に意識していませんでしたが、やはり国体
　　　　　　　　　独特の雰囲気があり、皆さんの応援が選手の原動力と
　　　　　　　　　なりました。スタンドを埋め尽くすほどの大観衆の中
　　　　　　　　　でプレーできたことは貴重な体験であり、県民や関係
　　　　　　　　　者の皆さんへの感謝の気持ちでいっぱいです。
　選抜チームはこれで解散となります。これまで一丸となって練習してき
たので寂しい気もしますが、それぞれ次の目標に向けて活動を開始してい
ます。今後も応援をよろしくお願いします。

３位決定戦、勝利を決定づける秋田の１打 準決勝、秋田対京都戦でのクロスプレー 準々決勝、中野・高田（ともに宮腰）のバッテリー

始球式を務めた（左から順に）千田陽子さん（平鹿会場）、佐々木美里さん（大森会場）、
小松田夏菜さん（大雄会場）

秋田選抜連日の奮闘に市民熱狂！

軟式野球一般Ｂ秋田県選抜チーム
［宮腰デジタルシステムズ］ 高橋 大蔵 選手（横手地域在住）

interview

　

軟
式
野
球
（
一
般
Ａ
、
一
般
Ｂ
、

成
年
）
の
う
ち
、
39
歳
以
下
で
過

去
に
国
体
出
場
経
験
の
な
い
選
手

で
争
わ
れ
る
一
般
Ｂ
が
、
市
内
３

球
場
を
会
場
に
９
月
30
日
か
ら
10

月
３
日
ま
で
の
４
日
間
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
競
技
期
間
中

は
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
野
球
フ

ァ
ン
が
会
場
に
詰
め
か
け
、
特
に

秋
田
県
選
抜
チ
ー
ム
が
出
場
し
た

試
合
は
土
日
、
平
日
を
問
わ
ず
立

ち
見
客
が
出
る
ほ
ど
の
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場

周
辺
で
は
市
内
の
児
童
、
生
徒
の

皆
さ
ん
が
選
手
と
交
流
す
る
光
景

も
見
ら
れ
、
選
手
の
皆
さ
ん
の
笑

顔
や
喜
び
の
声
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

試
合
で
は
、
地
元
大
雄
の
株
式

会
社
宮
腰
デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ

野
球
部
の
メ
ン
バ
ー
５
人
を
擁
す

る
秋
田
県
選
抜
が
大
観
衆
を
前
に

連
日
の
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
準
決

勝
に
進
出
。
残
念
な
が
ら
京
都
府

（
ス
ー
パ
ー
ド
ラ

ゴ
ン
ズ
）
に
敗
れ

た
も
の
の
、
３
位

決
定
戦
で
滋
賀
県

を
破
り
３
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。
優

勝
に
は
、
準
決
勝

で
秋
田
県
を
破
っ

た
京
都
府
が
輝
き

ま
し
た
。

軟式野球「一般Ｂ」３位入賞の秋田県選抜チーム

だい ぞう
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秋田わか杉国体
秋田わか杉大会ボランティア

根田 侑一さん
（大森地域在住）

　　　　　　　　　　私は、わか杉国体バレーボ
　　　　　　　　　ール横手会場、わか杉大会ボ
　　　　　　　　　ウリング会場の会場整理、環
境美化を担当しました。また、ボウリング会場で
は、皇太子殿下のお見送りもさせていただき、殿
下から「どのようなご担当ですか」とお声をかけ
ていただきました。ボランティアも責任ある重要
な仕事です。大変緊張しましたが誇りを持ってお
答えしました。特に駐車場は、全国の選手、関係
者が一番初めに訪れる場所ですので、終始笑顔で
挨拶することを心がけました。今後もボランティ
アの機会があれば積極的に参加したいと思います。

interview

オープン競技

チームスギッチＢもけんめいのブロックで相手のスパイクを抑える

選手のプレーを食い入るように見つめる観客

必死のブロックを見せる雄物川高校

スパイクを放つ雄物川高校の細川優樹選手（写真左・十文字中卒）と
トスを上げる眞田辰弥選手（写真右・平鹿中卒）

市内の高校生も会場スタッフとして参加

会場周辺では、保育園児がスギッチダンスで選手を歓迎

６
人
制
男
女

少
年
男
女

成
年

９
人
制
男
女
）
の
う
ち
、
少
年
男

子
が
増
田
体
育
館
で
、
少
年
女
子

が
横
手
体
育
館
お
よ
び
雄
物
川
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

47
都
道
府
県
す
べ
て
か
ら
選
手

が
集
ま
っ
た
少
年
女
子
で
は

員
と
な
り

熱
気
と
興
奮
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
試
合
の
結
果
、
聖
霊

女
子
短
期
大
学
付
属
高
校
を
中
心

に
結
成
さ
れ
た
秋
田
県
選
抜
が
、

３
位
決
定
戦
で
九
州
の
強
豪
、
長

崎
県
（
九
州
文
化
学
園
）
を
破
り
、

地
元
の
雄
物
川
高
校
単
独
チ
ー
ム

で
出
場
し
た
秋
田
県
が
、
初
戦
と

な
っ
た
準
々
決
勝
の
北
海
道
選
抜

戦
で
フ
ル
セ
ッ
ト
の
末
敗
れ
７
位

と
な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
期

待
さ
れ
た
全
国
制
覇
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
訪
れ
た
観
客
は
地

元
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
全
国
レ
ベ

ル
の
プ
レ
ー
を
目
に
焼
き
つ
け
、

大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

わ
か
杉
大
会
オ
ー
プ
ン
競
技
の

精
神
障
害
者
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

は
、
10
月
13
日
・
14
日
の
２
日
間
、

横
手
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
オ
ー
プ
ン
競
技
と
し
て

は
今
回
が
最
後
（
来
年
の
大
分
大

会
か
ら
は
正
式
競
技
）
と
な
る
も

の
で
、
秋
田
県
の
２
チ
ー
ム
を
含

む
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
勝
敗
を

競
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

少
年
女
子
秋
田
堂
々
の
３
位
入
賞
！

雄
物
川
高
に
大
声
援

惜
し
く
も
７
位
に
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わ
か
杉
国
体
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
は
９
月
29
日
か

ら
10
月
４
日
の
日
程
で
、
わ
か
杉
大
会
ボ
ウ
リ
ン

グ
競
技
は
10
月
13
日
か
ら
14
日
の
日
程
で
、
と
も

に
台
由
ボ
ウ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
場
で
は
、
２
０
０
１
年
の
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー

ム
ズ
の
開
催
に
続
い
て
全
国
レ
ベ
ル
の
大
き
な
大

会
開
催
と
な
り
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
選
手
の
皆

さ
ん
が
レ
ベ
ル
の
高
い
ゲ
ー
ム
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
競
技
は
、
成
年
団
体
・
個
人
、
少
年
団
体
・

個
人
な
ど
計
14
種
目
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
秋
田
県
勢
の
各
種
目
で
の
上
位

入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
わ
か
杉
大
会
の
競
技
は
す
べ
て
個
人
戦

で
争
わ
れ
、
各
選
手
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披

露
。
国
体
同
様
の
好
ス
コ
ア
も
見
ら
れ
、
会
場
内

は
歓
声
と
熱
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
　

式典に花を添えたボランティアの皆さん

力投を見 選手の後方からは大勢の観客の声援

ガッツポーズの秋田県代表選手 投球前の真剣な表情

秋田わか杉国体ボランティア

田中 キミ子さん
（十文字地域在住）

　　　　　　　　　　秋田国体は昭和36年に続い
　　　　　　　　　て２度目の経験となりますが、
　　　　　　　　　前回の記憶が鮮明に残ってお
り、今回ボランティアを募集していることを知っ
て迷わず申し込みました。本番では「自分ができ
ることを精一杯やれば、必ず相手に伝わる。自然
体で頑張ろう」と心がけました。大会役員の方か
ら「子供から高齢者まで、地域が一体となった素
晴らしい大会だった」「横手を忘れない。応援あ
りがとう」と感謝の言葉をいただいたときは、参
加して本当によかったと思いました。最高の思い
出になりました。

interview

選手をもてなすボランティアスタッフも大忙し

有名選手にサインを依頼する光景も 各県の選手に声援を送る中学生

　

ホ
ッ
ケ
ー
４
種
目
（
成
年
男
女
、

少
年
男
女
）
の
う
ち
、
成
年
男
女

が
９
月
30
日
か
ら
10
月
４
日
ま
で

の
５
日
間
、
十
文
字
陸
上
競
技
場

で
行
わ
れ
、
迫
力
あ
る
プ
レ
ー
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ホ
ッ
ケ
ー
に
は
、
全
日
本
代
表

と
し
て
国
際
大
会
な
ど
で
活
躍
す

る
選
手
も
多
数
出
場
。
昨
年
の
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
を
見
て
勉

強
し
、
ホ
ッ
ケ
ー
の
魅
力

を
知
っ
た
と
い
う
市
民
も

多
く
、
身
近
で
レ
ベ
ル
の

高
い
試
合
が
見
ら
れ
る
と

あ
っ
て
、
大
勢
の
観
客
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

試
合
の
結
果
、
男
子
は

秋
田
県
選
抜
が
１
回
戦
で

熊
本
県
選
抜
に
敗
れ
、
愛

知
県
選
抜
が
優
勝
。
女
子

は
秋
田
県
選
抜
が
初
戦
と

な
っ
た
準
々
決
勝
で
栃
木

県
選
抜
に
敗
れ
５
位
に
終

わ
り
、
優
勝
に
は
奈
良
県

が
輝
き
ま
し
た
。

全日本級の技術とパワーを披露

緊張感と熱気あふれるボウリング競技

気合十分のわか杉大会
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悲願の全国制覇！
陸上少年男子共通5000ｍ競歩

長岩 大樹選手（秋田工業高校３年／増田地域出身）
　高校生活最後、しかも半世紀に一度の地元国体で結
果を残せたことは最高の喜びです。インターハイでは、
後半の追い込みでペースを上げられず悔しい思いをし
たので、この２か月間は苦しい場面で我慢できるよう
練習を重ねてきました。プレッシャーがなかったとい
えば嘘になりますが、「順位も大切だが、悔いの残ら
ないレースを」という思いで挑みました。監督をはじ
め、支えてくれた方には感謝しています。卒業後は進
学し、競歩を続けたいと考えていますが、中途半端に
取り組んでは家族や関係者に迷惑をかけることになり
ます。インカレや全日本制覇、そして夢と感動を与え
られるアスリートになることを目標に頑張ります。

目指すは完全制覇！
少年男子バスケットボール優勝

渡部 敬祐選手（能代工業高校３年／雄物川地域出身）

宮川 光選手（能代工業高校３年／雄物川地域出身）
　国体では、今まで以上に地元の期待が大きかったの
でプレッシャーはありましたが、逆にそれを力に変え
ることができたので、いつもどおりのプレーができま
した。これも周りの皆さんの支えがあったからこそ残
せた結果ですので、感謝しています。ウィンターカッ
プに向けては、リバウンドをしっかり取り、素早くシ
ュートに持っていく能代工業らしいバスケができるよ
う、さらに練習していきたいと思います。絶対に３冠
をとりますので応援をよろしくお願いします。

競技に幕 そして新たなスタートラインへ
陸上成年女子100ｍハードル４位入賞

茂木 智子選手（秋田ゼロックス／横手地域出身）

秋田わか杉大会ボウリング競技をご覧に
皇太子殿下が横手市をご訪問されました

五十嵐市長と田中市議会議長（手前）が皇太子殿下をお迎え わか杉大会ボウリング競技をご覧になる皇太子殿下

高校３冠を誓う主将の渡部選手（左）と宮川選手（右）

決勝戦での渡部選手のフリースローシーン

秋田を舞台とした感動のドラマ
わか杉国体およびわか杉大会では、県民一体となった取
り組みの中で、さまざまなドラマが繰り広げられ、新た
なヒーローが次々と誕生しました。わが横手市からもた
くさんの選手が送り出され、優秀な成績を残しています。

　秋田わか杉大会の開催に合わせ、10月12日から
14日までの３日間、皇太子殿下が秋田県をご訪問
されました。13日には、秋田市で行われた総合開
会式などにご臨席の後、横手市に到着され、沿道
では大勢の市民の皆さんがお迎えしました。14日
には、台由ボウルで開催されたボウリング競技を
ご覧の後、県農林水産技術センター果樹試験場な
どを視察され、ご帰京されました。

interview

interview interview

炬火リレー最終走者は横手出身の３人
県内９地域で採火された炬火を最後に引き継ぎ、総合開会式で炬火台に点火するという大役を、ともに横手市出身
の茂木智子選手、渡部敬祐選手（わか杉国体）、高橋勇市選手（わか杉大会）の３人が務めました。また、総合閉
会式で茂木選手は、女子総合優勝に与えられる皇后杯を秋篠宮妃紀子さまから受け取るという大役を務めました。

　　　　　　　　　　　　　　　国体を終えたいま、とてもすがすがしい気持ちです。決勝のスタート地点か
　　　　　　　　　　　　　　らゴールを見つめると過去の記憶がよみがえり、胸が熱くなりました。自分の
　　　　　　　　　　　　　　中では、秋田国体の開催が決定したときから引退を決意していましたので、他
　　　　　　　　　　　　　　のどんな大会よりも重要な位置づけでした。大観衆の中で応援が向かい風を追
　　　　　　　　　　　　　　い風に変えてしまう感覚も初めて感じることができました。開会式では、前回
　　　　　　　　　　　　　　の秋田国体で炬火走者を務められた山田敬蔵さんから私と渡部君が引き継ぎま
　　　　　　　　　　　　　　した。まさか自分が選ばれるとは思っていませんでしたし、事前のリハーサル
　　　　　　　　　　　　　　は２回だけ、山田さんとも当日初めてお会いしましたので、声をかけながらタ
　　　　　　　　　　　　　　イミングを合わせることで精一杯でした。皇后杯をいただくことについては、
自分も競技で貢献したいという思いがありましたし、何よりも合計点数が気になり、毎日確認していました。
私の陸上人生は、指導者や仲間、練習環境に恵まれており、成績はその結果ついてきたものだと思っています。
引退後は、指導者を目指しますが、選手として地元の国体に出場できた貴重な経験、思いを伝えていきたいと
考えています。子どもたちには、ぜひ夢と目標を持って陸上競技に取り組んでほしいものです。

ゴールの瞬間、右手を大きく上げ、歓喜に満ちた表情の長岩選手

　今回は地元能代での開催ということで、チーム全体
のモチベーションが高く、やるぞという雰囲気が漂っ
ていました。３年生が率先して引っ張り、１・２年生
がついてくるまとまりのあるチームになったと思いま
す。炬火走者については、はじめは実感がありません
でしたが、山田敬蔵さんから引き継いだ瞬間に責任の
重さを実感しました。とても緊張しましたが、茂木さ
んがリードしてくれたので無事に大役を果たすことが
できました。次の目標は、インターハイ、国体に続い

て、12月のウィン
ターカップでの優
勝です。高校バス
ケ生活の集大成と
なりますので、自
分らしさにさらに
磨きをかけて、チ
ーム一丸となって
プレーの精度を高
めていきたいです。

ひろ き
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information
市からのお知らせ 政情報便行

　 

　現在、市が行っている行政サービスなどについて行
う必要があるかどうか、また必要であれば誰（国、県、
市、民間等）が担うべきかを話し合い、仕分けしてい
ただく委員を募集します。検討結果はただちに行政サ
ービスに反映されるものではありませんが、より効率
的な行政運営に向けた指標の一つとして活用されます。
◆募集人数　10人程度
◆作業実施日　12月中旬の１日（午前９時～午後４時） 
　　　　　　※作業内容などの事前説明会を予定
◆応募資格　横手市に居住または勤務している方
◆応募方法　任意の用紙に①氏名、②性別、③生年月
　　　　　　日、④住所、⑤電話番号を記入し、郵便、
　　　　　　持参、ファクス、電子メールなどの方法
　　　　　　で、次の問い合わせ先または最寄りの地
　　　　　　域局地域振興課へお申し込みください 
◆応募期限　11月16日（金）
◆問 合 せ　市総務企画部行政経営改革室（本庁南庁
　　　　　　舎内）  35-2144、  33-6061
　　　　　　メールgyokaku@city.yokote.lg.jp

納税貯蓄組合補助金について

中の橋が工事中です。ご協力をお願いします

　 

　信頼される市政、市民と協働のまちづくりの推進を
目指す市では、市長が各地域に出向いて市政の状況を
報告し、市民の皆さんと語り合って、ご意見を市政に
反映させる「私のまちの市長室」を実施しています。
　今年もフリートークを中心に、身近な話題からまち
づくりまで市長と大いに語っていただく機会を設けま
した。地域の元気な取り組みの紹介も大歓迎です。多
くの皆様の参加をお待ちしています。 
◆対　象　 
  市内に居住または通勤
　テーマに関心のある方　
  ※市からは市長と区長、
　当職員などが出席し

◆テーマ　  
   「女性パワーでまちづ
    わが地域のこんな元気
◆開催時間　午後７時～８時

◆内　容　 
  ・市長の市政報告
  ・参加者と市長、参加者同士でのフリートーク 
◆開催日及び会場

合せ 市総務企画部企画課（本庁南庁舎内）  35-2162 

　　　　

行政サービスのあるべき姿を検討
「事業仕分け」委員を募集します

 ―市長と語るまちづくり―　「私のまちの市長室」を開催します

期　　日

11月 9日（金）

11月12日（月）

11月14日（水）

11月15日（木）

11月27日（火）

11月28日（水）

11月30日（金）

12月 4日（火）

場　　　所

ゆとりおん大雄３号館（ホップ亭２階）

ニュータウン岩瀬「ふれあい館」

雄物川コミュティセンター２階和室 

亀田地域センター

大森コミュニティセンター２階和室 

平鹿生涯学習センター２階和室

こうじ庵 

十文字西出張所２階和室

地　域

大　雄

山　内

 

　 

　10月中旬から、中の橋の橋梁拡幅工事が本格的に始まりました。 
工事中は片側交互通行となるため、付近にお住まいの方や中の橋を 
ご利用の方には大変ご不便をおかけしています。また、工事中は交 
通整理員を配置して安全第一に進めますが、一時通り抜け禁止とな 
る場合もあります。お急ぎでない方は蛇の崎橋、または学校橋へお
回りくださいますよう、ご協力をお願いします。
◆問合せ　市建設部都市整備課（十文字庁舎内）　42-5120

　 

　納税貯蓄組合への補助金は、平成17年度から19年度
にかけては合併前の各市町村の交付基準で交付してい
ます。その交付基準は組合員の納税金額を基にしてい
ますが、平成20年度からは「組合が使用した事務費」
を基準とする交付に改正します。
　改正の結果、以前に比べて補助額が大幅に減額とな
る組合も予想されます。納税意識の高揚と納期内納付
に尽力されている組合員の皆さんには、今まで同様、
組合活動を継続されるとともに、税務行政へのご理解
とご協力をよろしくお願いします。 
  なお、詳しい改正内容については、各納税貯蓄組合
長を通じて組合員の皆さんにお知らせする予定です。 
　　 
    ◆問合せ　市財務部納税課（横手庁舎内）　32-2518、 
              または各地域局市民生活課税務担当へ　　 
　　 　 横　手　　32-2518　  増　田　　45-5513 
　　 　 平　鹿　　24-1113　　雄物川　　22-2156 
　　 　 大　森　　26-2115　　十文字　　42-5114 
　　　  山　内　　53-2932　　大　雄　　52-3904　

横手地域局

横手病院 横手南小学校

中
の
橋

学
校
橋

蛇の崎橋

工事箇所

ま ち

横
手
市
誕
生
２
周
年
を
祝
う

横
手
市
市
制
施
行
２
周
年
記
念
式
典

開所を祝いテープカット（つどいの広場ひらか）

式辞を述べる五十嵐市長

講演するあんばいこう氏

参加者みんなで手遊び（つどいの広場おもの川）

子
育
て
家
庭
の
交
流
の
場
が
オ
ー
プ
ン

つ
ど
い
の
広
場
ひ
ら
か
・
お
も
の
川
が
開
所

　

横
手
市
が
誕
生
し
て
か
ら
２
年

が
経
過
し
た
10
月
20
日
、
「
横
手

市
市
制
施
行
２
周
年
記
念
式
典
」

が
平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
約
２
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
は
じ
め
に
五
十
嵐

市
長
が
「
こ
の
２
年
、
８
地
域
そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
、
長
い

間
先
人
た
ち
が
築
い
て
こ
ら
れ
た

歴
史
や
文
化
を
大
切
に
守
り
育
み
、

市
民
の
融
和
と
一
体
感
の
醸
成
に

努
め
な
が
ら
、
市
政
運
営
を
し
て

参
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
地
域
の

特
性
を
生
か
し
活
性
化
さ
せ
る
た

め
の
新
た
な
取
組
み
と
し
て
、『
元

気
の
出
る
地
域
づ
く
り
事
業
』
や

『
食
と
農
の
ま
ち
づ
く
り
』
な
ど

に
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
市
民
の
皆
様
と
行
政
が
さ

ら
な
る
協
働
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
の
特
性
や
機
能
を
十
分
発
揮
し

つ
つ
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
『
住

み
た
い
』
『
住
ん
で
よ
か
っ
た
』

『
住
み
続
け
た
い
』
と
自
信
を
も

っ
て
思
え
る
よ
う
な
、
豊
か
で
活

力
あ
ふ
れ
る
横
手
市
と
な
る
よ
う
、

全
力
を
尽
く
し
て
邁
進
し
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
の
初
代
教
育
長
と

し
て
、
教
育
行
政
の
基
礎
づ
く
り

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
昨
年
亡

く
な
ら
れ
た
大
和
谷
弘
氏
を
特
別

表
彰
す
る
と
と
も
に
、
雪
の
多
い

横
手
市
の
暮
ら
し
の
中
で
元
気
な

地
域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
麓
友

会
と
明
道
塾
の
２
団
体
を
表
彰
し
、

『
雪
国
マ
イ
ス
タ
ー
』
と
し
て
認

定
し
ま
し
た
。

　

式
典
第
二
部
で
は
、
千
点
以
上

の
出
版
物
を
世
に
出
し
、
秋
田
の

出
版
文
化
の
旗
手
と
し
て
全
国
的

な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
、
あ
ん

ば
い
こ
う
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
食

の
秋
田
学
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
記

念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
「
秋
田
は
米
と
酒

の
国
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
県
外

で
、
秋
田
の
食
と
い
え
ば
県
北
の

比
内
地
鶏
、
き
り
た
ん
ぽ
、
じ
ゅ

ん
さ
い
な
ど
に
集
中
し
て
い
る
。

一
方
で
、
近
年
、
全
国
的
に
知
名

度
が
高
い
バ
バ
ヘ
ラ
ア
イ
ス
は
、

ど
こ
に
で
も
あ
る
ア
イ
ス
を
、
優

れ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
秋
田
だ
け
の

特
産
品
に
し
て
い
る
。
聞
い
て
愉

快
な
、
食
べ
る
言
葉
の
特
産
品
で

あ
る
」
と
商
品
の
名
前
の
重
要
性

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

乳
幼
児
期
の
子
育
て
家
庭
の
交

流
の
場
と
し
て
、
10
月
15
日
、
ア

イ
リ
ス
ハ
ウ
ス
内
に
「
つ
ど
い
の

広
場
ひ
ら
か
」
が
、
10
月
18
日
、

雄
物
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
内
に
「
つ
ど
い
の
広
場
お
も
の

川
」
が
開
所
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会

場
で
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

式
で
は
、
市
関
係
者
と
利
用
者

代
表
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
開
所
を

祝
い
、
指
導
員
の
紹
介
の
あ
と
、

手
遊
び
な
ど
で
交
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
18
日
の
開
所
式
終
了
後
、

つ
ど
い
の
広
場
の
開
所
を
記
念
し
、

親
業
訓
練
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

鈴
木
聡
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
楽

し
く
子
育
て
す
る
た
め
に
〜
子
育

て
は
親
育
ち
〜
」
と
題
し
た
親
業

訓
練
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

親
業
訓
練
と
は
、
愛
情
と
理
解

の
心
の
か
け
橋
作
り
を
目
的
と
す

る
訓
練
。
講
演
で
は
、
子
ど
も
が

悩
ん
で
い
る
時
、
自
分
で
解
決
で

き
る
よ
う
に
手
助
け
す
る
た
め
の

聞
き
方
。
親
が
困
っ
た
時
、
自
分

の
気
持
ち
や
考
え
を
素
直
に
伝
え

る
話
し
方
。
親
と
子
の
欲
求
が
対

立
し
て
い
る
時
、
お
互
い
が
納
得

し
て
解
決
す
る
方
法
を
実
例
を
交

え
て
説
明
。
子
ど
も
と
の
的
確
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

に
つ
い
て
詳
し
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

ろ
く
ゆ
う
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五十嵐市長の健康づくりプロジェクト ～健康の駅推進室から～

国
体
だ
よ
り

No.19

○
９
／
23
…
あ
き
た
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
キ
ッ
ズ
祭
り

　

今
年
も
審
査
委
員
長
と
し
て
参
加
。
笑
顔
い
っ
ぱ
い
、

元
気
に
踊
る
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
元
気

を
も
ら
っ
て
来
た
。
今
年
は
、
横
手
市
か
ら
も
初
参
加
。

青
森
、
岩
手
か
ら
の
参
加
も
含
め
19
チ
ー
ム
、
７
０
０

人
が
参
加
し
た
。
ま
す
ま
す
参
加
チ
ー
ム
が
増
え
、
横

手
に
た
く
さ
ん
の
元
気
を
与
え
て
く
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に

成
長
し
て
も
ら
う
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

○
９
／
29
…
秋
田
わ
か
杉
国
体
開
会
式
（
秋
田
市
）

　

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
の
開
会
式
に
出

席
。
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
も
す
ば
ら
し
く
、
秋

田
の
よ
さ
を
十
分
に
表
現
、
Ｐ
Ｒ
で
き
た
内
容
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
炬
火
リ
レ
ー
の
最
終
走
者
に
は
、
本
市
出

身
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
少
年
男
子
の
渡
部
敬
祐
選
手
と
陸
上

成
年
女
子
の
茂
木
智
子
選
手
の
二
人
が
揃
っ
て
登
場
。

炬
火
台
に
点
火
す
る
シ
ー
ン
は
感
動
的
で
あ
っ
た
。

○
10
／
15
…
秋
田
わ
か
杉
大
会
閉
会
式
（
秋
田
市
）

　

わ
か
杉
国
体
、
わ
か
杉
大
会
の
行
事
が
本
日
を
も
っ

て
終
了
し
た
。
参
加
し
た
選
手
・
役
員
、
そ
し
て
多
く

の
お
客
様
に
、
秋
田
の
す
ば
ら
し
さ
、
横
手
の
よ
さ
を

十
分
に
堪
能
し
て
い
た
だ
き
Ｐ
Ｒ
で
き
た
の
で
は
と
自

負
し
て
い
る
。
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
大
会
関
係
者
、

係
員
、
地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
多
く
の
方
の
協
力
、
お
も

て
な
し
の
心
が
成
功
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
確
信
し
て

い
る
。
本
当
に
感
謝
、
感
謝
で
あ
る
。

実施前（4/12）

今 回（10/8）

増　　減

体重

87.8㎏

85.6㎏

-2.2㎏

体脂肪

31.4％

29.9％

-1.5％

平均歩数

4,580歩

6,071歩

+1,491歩

市長の測定データ

主
な
仕
事
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
長
で
す

市長の動静
（９月中旬～10月中旬）

横
手
市
長
　

五
十
嵐 

忠
悦

あきたＹＯＳＡＫＯＩキッズ祭りに審査委員長として参加

感
動
あ
ふ
れ
る
秋
田
わ
か
杉
国
体
・
秋
田
わ
か
杉
大
会
が
閉
幕

　

９
月
29
日
か
ら
11
日
間
に
わ
た
り
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
秋
田
わ
か
杉
国
体
、

10
月
13
日
か
ら
３
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
秋
田
わ
か
杉
大
会
が
、
感
動
の

う
ち
に
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

国
体
は
、
素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ
で
の
開
幕
か
ら
連
日
好
天
に
恵
ま
れ
、
横
手

市
内
の
競
技
会
場
は
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
応
援
動
員
が
実
施
さ

れ
た
屋
外
競
技
の
ホ
ッ
ケ
ー
、
軟
式
野
球
の
会
場
は
、
連
日
の
熱
戦
と
応
援
合

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
会
場
も
予

想
を
上
回
る
来
場
者
と
温
か
い
声
援
で
感
動
あ
ふ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
皇
太
子
殿
下
を
お
迎
え
し
て
の
ボ
ウ
リ
ン

グ
競
技
、
チ
ー
ム
応
援
団
の
熱
烈
な
声
援
で
盛
り
上
が
っ
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

技
と
思
い
出
に
残
る
大
会
で
し
た
。

　

各
会
場
で
は
、
多
く
の
選
手
、
役
員
の
皆
さ
ん
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
一
つ
は
、
分
け
隔
て
の
な
い
温
か
い
大
声
援
。
「
こ
れ
ほ
ど
の
観

衆
の
中
で
の
試
合
は
初
め
て
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
お
礼

の
言
葉
。
も
う
一
つ
は
、
心
の
こ
も
っ
た
手
づ
く
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
品
や
各
会
場

に
設
置
さ
れ
た
「
心
の
ふ
れ
あ
い
の
場
」
で
の
芋
の
子
汁
や
豚
汁
、
ぶ
ど
う
に

り
ん
ご
、
漬
物
な
ど
で
の
お
も
て
な
し
へ
の
感
謝
で
し
た
。
横
手
の
食
文
化
を

通
じ
て
、
た
く
さ
ん
の
市
民
と
語
り
、
ふ
れ
あ
え
た
こ
と
が
選
手
、
役
員
は
も

と
よ
り
私
た
ち
横
手
市
民
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
期
間
中
、
約
７
万
人
の
皆
さ
ん
が
会
場
に
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
横
手
市
が
開
催
方
針
に
掲
げ
た
「
市
民
総
参
加
の
も
と
感
動
あ
た
え
る
大

会
」
づ
く
り
は
、
み
ん
な
の
力
で
実
現
で
き
た
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

「
国
体
だ
よ
り
」
の
連
載
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
各
会
場
の
運
営
を
支
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
市
民
協
力
員
の
皆
さ
ん
、
市
内

小
中
学
校
、
高
等
学
校
、
養
護
学
校
の
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
、
大
会
関
係
者
の

皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。〜

総
務
企
画
部
国
体
推
進
事
務
局
〜

＜小規模健康の駅事業＞
　健康の駅では、横手地域の18か所で町内単位の小規模健康の駅を開
催しています。会場となる町内会館等には、「足腰を丈夫にしたい、
生涯自分のことは自分でできるような身体でいたい」という思いで多
くの皆さんが参加されています。参加者の平均年齢は73歳ですが、継
続して参加し、運動されている多くの方から「身体が軽くなった、身

体の節々の痛みが軽減された、何よりこう
して集まり、皆の顔を見るのが楽しみ」と
心身両面にわたる健康づくりの効果が聞か
れるようになりました。今後もより一層、
地域に密着した健康づくりへの取組みを全
市で展開していきたいと思います。

information
市からのお知らせ 政情報便行

市営住宅の入居者を募集します　～申込期限は11月14日（水）まで～

◆入居条件　公営住宅法に定める入居資格を
　　　　　　お持ちの方が対象になりますの
　　　　　　で、事前に市建築住宅課までご
　　　　　　確認ください（家賃は所得額に
　　　　　　よって異なります）
◆申込方法　市建設部建築住宅課窓口または
　　　　　　各地域局地域維持課にある申込
　　　　　　書に必要事項を記載し、必要と
　　　　　　なる書類を添付して申込んでく
　　　　　　ださい（郵送不可）
　　　　　　※申込者多数の場合、抽選とな
　　　　　　　ります
◆申込期間　11月５日（月）～14日（水） 
◆抽 選 会　11月26日（月）の予定（申込者に
　　　　　　連絡します）
◆入居予定　12月上旬
◆申 込 み  市建設部建築住宅課（十文字庁
　　　　　　舎内）　42－5121または各地域
　　　　　　局地域維持課まで（8:30～17:15、
　　　　　　土・日・祝日は除く）

①公営住宅
名　　称

赤谷地住宅
吉沢住宅
南朝日が丘住宅 
南朝日が丘住宅セカンド
第二道川団地
五十田団地
今宿団地
下鶴田団地
上掵住宅
十五野住宅
大雄東団地

築年度
Ｓ52
Ｓ54
Ｓ57・60
Ｈ1
S48～
Ｈ11
Ｓ59
Ｈ15 
Ｓ47～
Ｓ50・52 
Ｓ59

間取り
２ＤＫ
３ＤＫ
２ＬＤＫ
２ＬＤＫ
２ＤＫ
２ＬＤＫ
３Ｋ
２ＬＤＫ
２ＤＫ
３ＤＫ･２ＤＫ
３ＤＫ

家賃（円）
12,300～
14,000～
17,700～
15,900～
4,500～
20,900～
13,200～
24,000～
7,400～
10,100～
14,800～

募集戸数
１
１
２ 
２
５
１
１
１
１
２
１

地域名
横　手

平　鹿

雄物川

十文字

大　雄

名　　称
田町団地
五十田団地
特定西野住宅
特定西野住宅（世帯用）
ニュータウンいわせ

築年度
Ｈ16
Ｈ９
Ｈ10
Ｈ10
Ｈ11

間取り
２ＬＤＫ
３ＬＤＫ
１ＬＤＫ
２ＬＤＫ
３ＬＤＫ

家賃（円）
54,000～
53,100～
30,000～
50,000～
40,500～

募集戸数
１
３
５
２
１

②特定公共賃貸住宅
地域名
増　田
平　鹿
大　森

山　内

七日市公園の開設について

　睦成字七日市で整備していた七日市公園が完工し、 
開設となりました。園内には森林や七日市沼など多 
様な自然環境があり、散策路や芝生広場も設けてい 
ます。皆さんのご利用をお待ちしています。 
◆問合せ　市建設部都市整備課（十文字庁舎内） 
　　　　　　42-5120、または横手地域局地域維 
　　　　　持課　32-2725

　建設業事業者やシルバー人材センター等のご協力を得て、高齢者世帯等の雪下ろ 
しや雪寄せ作業を支援します。ご利用を希望される方は、各地域局福祉担当課へ料 
金内容等をお問い合わせの上、お申し込みください。（住民税非課税世帯等には利 
用料金の一部を市が助成します）
◆対　象　高齢または身体上の理由等により、独力で雪下ろしや通路の雪寄せをす 
　　　　　ることが困難で、親族や近隣者等からの援助が困難な世帯（下記の条件 
　　　　　に合致する方）。※昨年度の利用者には後日、直接通知を送付します
　　　　　①65歳以上で一人暮らし、または高齢者のみの世帯
　　　　　②配偶者のいない女子及び義務教育修了前の児童のみの世帯
　　　　　③身体障害者手帳の交付を受け、障害の程度が１～２級の方
　　　　　　　　　　　　　　　　　除雪ボランティア会員も募集中です 
　市内には、雪でお困りの高齢者の方のために除雪（生活通路や玄関先）のお手伝いをしているボランティア団 
　体があります。「何か人のために役立ちたい」とお考えの方はぜひご連絡ください。 

◆問合せ　市福祉環境部高齢ふれあい課（大森庁舎内）　35-2134、または各地域局福祉担当課

←大仙方面 湯沢方面→

七日市公園

横手高校

東部環境保全
センター

みいりの
保育園

13
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情報～information～

聖
域
な
き
行
革
を
語
る

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

県
が
来
年
度
か
ら
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
『
第
４
期
行
財
政
改
革
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
素
案
）
』
に
つ
い

て
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換

会
を
開
催
し
ま
す
。
（
来
場
自
由
）

◆
日
時
／
11
月
８
日（
木
）午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
市
役
所
南
庁
舎
講
堂

◆
行
革
（
素
案
）
の
内
容
／
補
助
金

　

の
廃
止
・
縮
減
、
民
間
委
託
の
促

　

進
と
住
民
と
の
協
働
の
拡
大
、
県

　

地
域
振
興
局
の
統
合
・
再
編
な
ど

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
地

　

域
企
画
課
　

３
２
‐
０
５
９
６

地
域
医
療
を
考
え
る
Ｔ
Ｖ
電
話
会
議

　

市
立
大
森
病
院
で
は
、
岩
手
県
奥

州
市
国
保
ま
ご
こ
ろ
病
院
と
テ
レ
ビ

電
話
会
議
シ
ス
テ
ム
で
結
び
、
地
域

医
療
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
う
、
現
地
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
10
日（
土
）午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時
40
分

◆
場
所
／
市
大
森
町
高
齢
者
等
保
健

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

◆
内
容
／
講
演
、
現
状
紹
介
、
デ
ィ

　

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

◆
問
合
せ
／
市
立
大
森
病
院
　

２
６

　

‐
２
１
４
１

上
級
救
命
講
習
会

◆
日
時
／
12
月
２
日（
日
）午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時
30
分

◆
場
所
／
市
消
防
本
部
３
階
屋
内
訓

　

練
場

◆
内
容
／
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

　

使
用
法
、
骨
折
の
固
定
や
熱
傷
の

　

応
急
手
当
、
傷
病
者
の
搬
送
方
法

　

な
ど
の
８
時
間
講
習

◆
対
象
／
中
学
生
以
上

◆
受
講
料
／
無
料
（
昼
食
は
持
参
）

◆
定
員
／
先
着
30
名

◆
問
合
せ
／
市
消
防
本
部
救
急
課
　

　

３
２
‐
１
２
４
７

横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会

講
座
の
ご
案
内

【
起
業
セ
ミ
ナ
ー
】ロ
ハ
ス
（
健
康
で

持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）
を

テ
ー
マ
に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
10
日（
土
）午
前
10
時

　

〜
午
後
５
時

◆
場
所
／
県
南
部
男
女
共
同
参
画
セ

　

ン
タ
ー
（
神
明
町
）

※
無
料
の
託
児
を
用
意
し
て
い
ま
す

　

（
予
約
制
）

【
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
】『
広
げ
よ
う

！
食
と
農
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
』
を
テ
ー

マ
と
し
た
、
生
産
者
と
販
売
者
の
新

し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る

講
演
で
す
。

◆
日
時
／
11
月
14
日（
水
）午
後
３
時

◆
場
所
／
横
手
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　

会
事
務
局
（
市
産
業
経
済
部
商
工

　

労
働
課
内
）
　

４
５
‐
３
９
９
０

高
齢
者
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　

高
齢
者
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機

器
を
中
心
に
ス
ト
レ
ッ
チ
や
有
酸
素

運
動
を
取
り
入
れ
た
運
動
教
室
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ
て
無

理
な
く
健
康
づ
く
り
が
で
き
る
内
容

で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
お
お
む
ね
65
歳
以
上
80
歳

　

未
満
の
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

　

い
市
民
の
方
で
、
直
接
通
え
る
方

　

（
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
）

◆
定
員
／
各
会
場
と
も
12
名

◆
参
加
費
／
５
，
２
０
０
円
（
26
回

　

分
）

【
大
森
会
場
】

◆
場
所
／
南
部
シ
ル
バ
ー
エ
リ
ア
リ

　

ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

◆
期
間
／
12
月
４
日（
火
）か
ら
３
月

　

14
日（
金
）ま
で
の
毎
週
火
曜
日
と

　

金
曜
日
の
週
２
回
（
計
26
回
）

◆
時
間
／
午
後
１
時
15
分
〜
３
時
15
分

◆
申
込
期
限
／
11
月
14
日（
水
）

◆
申
込
み
／
大
森
地
域
局
福
祉
保
健

　

課
　

２
６
‐
４
０
３
０

【
十
文
字
会
場
】

◆
場
所
／
十
文
字
地
域
局
西
出
張
所

◆
期
間
／
12
月
17
日（
月
）か
ら
３
月

　

24
日（
月
）ま
で
の
毎
週
月
曜
日
と

　

木
曜
日
の
週
２
回
（
計
26
回
）

◆
時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
申
込
期
限
／
11
月
30
日（
金
）

◆
申
込
み
／
十
文
字
地
域
局
福
祉
保

　

健
課
　

４
２
‐
５
１
１
３

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
栄
養
教
室

　

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
た
め
の
食

事
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
27
日（
火
）午
前
10
時

　

〜
午
後
１
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費
／
３
０
０
円

◆
定
員
／
先
着
25
名

◆
申
込
期
間
／
11
月
５
日（
月
）〜
９

　

日（
金
）

◆
申
込
み
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー
　

　

３
３
‐
９
６
０
０

横
手
市
女
性
セ
ン
タ
ー
・
横
手
中

央
公
民
館
ま
つ
り

　

女
性
セ
ン
タ
ー
と
横
手
中
央
公
民

館
の
学
習
サ
ー
ク
ル
が
日
ご
ろ
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
10
日（
土
）・
11
日（
日
）、

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
作
品
展

　

示
は
９
日
午
後
か
ら
開
催
）

◆
場
所
／
横
手
市
女
性
セ
ン
タ
ー
　

　

（
横
手
中
央
公
民
館
）

◆
内
容
／
芸
能
発
表
、
作
品
展
示
、

　

お
茶
席
、バ
ザ
ー
、軽
食
コ
ー
ナ
ー

◆
問
合
せ
／
女
性
セ
ン
タ
ー
（
横
手

　

中
央
公
民
館
）
　

３
３
‐
３
９
９
５

Information

情
報

地域の

結婚相談のカリスマが講演
■元気の出る週末講座（横手）
　10月21日、自分らしい生き方と結婚観をテーマとし
た講座が市役所南庁舎で開催され、日本青年館結婚相
談所長の板本洋子さんが講演しました。
　板本さんは、結婚相談の現状と実例を紹介しながら
「昔とは結婚観が明らかに違う。さまざまな縛りの中
で生きる男性は気の毒。それに、現代のコミュニケー
ション不足が拍車をかけている」などと指摘しました。
また、あきたＦ・Ｆ推進員による朗読劇が披露され、
参加者は納得した様子で聞き入っていました。 農村家庭の実態を演じるあきたＦ・Ｆ推進員の皆さん

ミスりんご３人が決定
■第42回りんごまつり（増田）
　10月14日、恒例のりんごまつりが真人公園を会場に
行われ、りんご皮むき競争や三平そば早食い競争、リ
ンゴの唄コンクールなど、数々のイベントで終日にぎ
わいました。また、今年で42回を数えるミスりんごコ
ンテストには、市内外から14人が出場。健康で明るい
りんごのような明るい容姿・態度を基準に審査が行わ
れ、第42代のミスりんごに、佐々木結さん（羽後町）、
川崎早央里さん（増田）、田中葉子さん（雄物川）の
３人が選ばれました。 第42代ミスりんご。左から佐々木さん、川崎さん、田中さん

野球の魅力と楽しさを学ぶ
■国体開催記念野球教室（大雄）
　秋田わか杉国体の開催を記念して、㈱大雄振興公社
と市教育委員会の共催による野球教室が10月14日、ス
タジアム大雄で行われました。 
　この野球教室は、横手市出身の元プロ野球選手、村
田辰美さんを講師に迎え、大雄地区の小中学生を対象
に開催したものです。会場には、将来のスター選手を
夢見る子どもたち約70人が集結。元プロ野球選手によ
る身振り手振りを交えた直接指導は貴重な体験とあっ
て、子どもたちは真剣な眼差しで教わっていました。村田さんによる丁寧な指導を受ける大雄地区の子どもたち

豪華な内蔵を公開
■第２回増田蔵の日（増田）
　10月20日、21日の両日、内蔵の所有者らで構成する
「増田蔵の会（横山孝一会長）」が主催した、第２回
「増田蔵の日」が開催され、4,300人が訪れました。
　これは文化遺産である増田の内蔵を多くの人々に広
く公開し、保存活用することを目的に企画されたもの
で、普段見ることのできない内蔵17棟を一般公開しま
した。各蔵では、所有者やガイドが蔵の歴史や構造な
どを説明。所蔵している骨董品などを展示している蔵
もあり、訪れた人々は蔵の魅力に感じ入っていました。公開された豪華な内蔵を見学する来場者

ゆい

さ お り
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放
送
大
学
横
手
校
が
開
設

　

放
送
大
学
横
手
校
が
横
手
市
民
会

館
内
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
40
講
座

の
教
材
と
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
等
の
機

器
を
そ
ろ
え
て
お
り
、
放
送
大
学
の

学
生
だ
け
で
な
く
一
般
の
方
も
利
用

で
き
ま
す
。
備
え
付
け
講
座
以
外
の

ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
教
材
も
取
り
寄
せ
で

き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◆
問
合
せ
／
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

　

習
課
　

２
２
‐
２
１
５
５

育
児
講
座
の
ご
案
内

　

35
年
の
経
歴
を
持
つ
助
産
師
を
講

師
に
迎
え
、
子
ど
も
の
心
理
に
つ
い

て
講
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
29
日（
木
）午
前
10
時

　

〜
11
時

◆
場
所
／
さ
ん
な
い
保
育
園
ホ
ー
ル

◆
定
員
／
50
名
程
度

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
み
／
市
山
内
子
育
て
支
援
セ

　

ン
タ
ー
（
さ
ん
な
い
保
育
園
内
）

　
　

５
３
‐
２
１
７
２

※
無
料
の
託
児
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ

　

い
。

小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
展

　

市
内
の
小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
の
児
童
に
よ
る
、
税
に
関
す
る

習
字
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

◆
期
間
／
11
月
10
日（
土
）〜
18
日（
日
）

◆
場
所
／
横
手
サ
テ
ィ
１
階
フ
ロ
ア

◆
問
合
せ
／
横
手
税
務
署
総
務
課
　

　

３
２
‐
６
０
９
０

県
民
性
を
表
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
募
集

　

秋
田
の
県
民
性
に
関
わ
る
「
ち
ょ

っ
と
い
い
話
」
や
「
が
っ
か
り
し
た

話
」
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
県
総
務
企
画
部
総
合
政

　

策
課
秋
田
人
変
身
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

担
当
　

０
１
８
‐
８
６
０
‐
１
２

　

２
０

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

◆
募
集
住
宅
・
戸
数
／
吉
沢
住
宅
３

　

戸
、
朝
日
が
丘
住
宅
２
戸

◆
募
集
締
切
／
11
月
９
日（
金
）

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
建

　

設
部
建
築
課
　

３
２
‐
６
２
０
６

水
と
樹
木
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

周
年
記
念
講
演
会

　

横
手
川
と
水
環
境
に
つ
い
て
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
10
周
年
を
記
念
し
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
16
日（
金
）午
後
３
時

　

〜
５
時

◆
場
所
／
か
ま
く
ら
館
２
階
ホ
ー
ル

◆
講
師
／
中
村
征
夫
氏
（
県
出
身
カ

　

メ
ラ
マ
ン
）

◆
入
場
料
／
無
料
（
席
に
限
り
が
あ

　

り
ま
す
）

◆
問
合
せ
／
横
手
地
域
局
地
域
維
持

　

課
　

３
２
‐
２
７
２
５

全
国
植
樹
祭
へ
の
参
加
者
を
募
集

◆
開
催
日
／
平
成
20
年
６
月
15
日（
日
）

◆
場
所
／
北
秋
田
市
『
県
立
北
欧
の

　

杜
公
園
』（
横
手
市
の
集
合
場
所
か

　

ら
バ
ス
が
往
復
運
行
さ
れ
ま
す
）

◆
募
集
期
間
／
12
月
12
日（
水
）ま
で

◆
応
募
方
法
／
申
込
み
ガ
イ
ド
に
よ

　

り
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ

　

ー
ル
に
て
（
申
込
み
ガ
イ
ド
は
市

　

産
業
経
済
部
農
林
整
備
課
ま
た
は

　

各
地
域
局
産
業
振
興
課
、
県
地
域

　

振
興
局
に
備
付
け
）

◆
募
集
数
／
全
県
約
３
，
０
０
０
人

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
全
国
植
樹
祭
推

　

進
室
　

０
１
８
‐
８
６
０
‐
１
７

　

７
７

第
　

回
市
民
と
集
う

看
護
フ
ォ
ー
ラ
ム

◆
日
時
／
11
月
11
日（
日
）午
後
１
時

　

〜
４
時

◆
場
所
／
か
ま
く
ら
館
２
階
ホ
ー
ル

◆
テ
ー
マ
／
〝
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
と
は

　

〞
あ
な
た
は
大
丈
夫
？

◆
問
合
せ
／
市
福
祉
環
境
部
保
健
衛

　

生
課
　

３
５
‐
２
１
８
５

生
活
習
慣
病
予
防
講
演
会

◆
日
時
／
11
月
７
日（
水
）午
後
２
時

　

〜
３
時
40
分

◆
場
所
／
平
鹿
総
合
病
院
講
堂

◆
講
演
／
『
が
ん
に
な
り
や
す
い
人

　

な
り
に
く
い
人
』
〜
コ
ホ
ー
ト
研

　

究
か
ら
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
〜

◆
講
師
／
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
が
ん

　

予
防
・
検
診
研
究
セ
ン
タ
ー
予
防

　

研
究
部 
部
長 

津
金
昌
一
郎
氏

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
福

　

祉
環
境
部
（
横
手
保
健
所
）
　

３

　

２
‐
４
０
０
５

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

　

ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
に
向
け
て

季
節
の
花
を
ア
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

◆
日
時
／【
１
回
目
】11
月
28
日（
水
）

　

・【
２
回
目
】12
月
27
日（
木
）、
午

　

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

◆
場
所
／
女
性
セ
ン
タ
ー

◆
内
容
／【
１
回
目
】ク
リ
ス
マ
ス
用

　

ア
ド
ベ
ン
ト
リ
ー
ス
、【
２
回
目
】

　

お
正
月
用
ア
レ
ン
ジ

◆
定
員
／
各
回
と
も
成
人
男
女
20
名

◆
参
加
費
／
各
回
３
，
０
０
０
円

◆
申
込
受
付
／
11
月
６
日（
火
）午
前

　

９
時
〜

◆
申
込
み
／
女
性
セ
ン
タ
ー
　

３
３

　

‐
３
９
９
５

大
屋
梅
苗
木
の
注
文
を
受
け
付
け

ま
す

◆
受
付
期
間
／
11
月
９
日（
金
）ま
で

　

（
た
だ
し
、
土
日
を
除
く
）
、
午

　

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
価
格
／
１
本
１
，
１
０
０
円
（
無

　

く
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
）

◆
申
込
み
／
さ
か
え
館
　

３
３
‐
５

　

３
２
０

赤
十
字
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習
会

◆
日
時
／
11
月
17
日（
土
）・
18
日（
日
）、

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
場
所
／
ふ
る
さ
と
館
（
境
町
公
民

　

館
）
定
員
30
名

◆
受
講
資
格
／
基
礎
講
習
を
修
了
し

　

た
方
で
全
日
程
参
加
可
能
な
方

◆
参
加
費
／
１
，
５
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
11
月
15
日（
木
）

◆
問
合
せ
／
日
本
赤
十
字
社
秋
田
県

　

支
部
　

０
１
８
‐
８
６
４
‐
２
７

　

３
１
、
市
福
祉
環
境
部
社
会
福
祉

　

課
　

３
５
‐
２
１
３
２

調
停
無
料
相
談
会

　

交
通
事
故
や
家
庭
内
暴
力
、
借
金

な
ど
、
様
々
な
心
配
事
に
つ
い
て
裁

判
所
調
停
委
員
が
相
談
に
お
答
え
し

ま
す
。
関
係
書
類
が
あ
る
方
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
11
月
22
日（
木
）・
12
月
７

　

日（
金
）、
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所
／
秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　

横
手
支
部

◆
問
合
せ
／
横
手
調
停
協
会
　

３
２

　

‐
４
１
３
０

横
手
市
消
防
団
駆
け
付
け
放
水
訓
練

　

11
月
４
日
か
ら
10
日
は
秋
の
火
災

予
防
運
動
週
間
で
す
。
市
消
防
団
連

絡
協
議
会
で
は
、
こ
の
運
動
期
間
に

合
わ
せ
、
消
防
団
に
よ
る
駆
け
付
け

放
水
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
10
日（
土
）午
前
９
時

◆
場
所
／
横
手
川
・
蛇
の
崎
川
原

◆
訓
練
内
容
／
河
川
敷
で
の
放
水
、

　

可
搬
式
ポ
ン
プ
中
継
送
水

◆
問
合
せ
／
市
総
務
企
画
部
総
務
課

　
　

３
５
‐
２
１
６
１

女
性
の
起
業
パ
ワ
ー
で
営
業
！

テ
ン
ト
市
を
開
催
し
ま
す

　

大
仙
市
で
開
催
す
る
男
女
共
同
参

画
宣
言
都
市
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
あ

わ
せ
、
会
場
隣
接
地
に
農
産
物
や
お

菓
子
、
手
芸
品
な
ど
の
テ
ン
ト
市
を

開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
11
月
17
日（
土
）午
前
11
時

　

〜
午
後
４
時

◆
場
所
／
大
曲
中
央
公
民
館
隣
接
地

◆
問
合
せ
／
県
南
部
男
女
共
同
参
画

　

セ
ン
タ
ー
　

３
３
‐
７
０
１
８

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

◆
募
集
種
目
／
自
衛
隊
生
徒

◆
受
付
期
間
／
１
月
８
日（
火
）ま
で

◆
受
験
資
格
／
平
成
20
年
３
月
中
学

　

校
卒
業
予
定
の
男
子
お
よ
び
17
歳

　

未
満
の
男
子

◆
身
分
／
特
別
職
国
家
公
務
員

◆
試
験
日
／
１
月
12
日（
土
）

◆
申
込
み
／
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務

　

所
　

３
２
‐
３
９
２
０

財団法人 高橋誠悦育英会設立20周年記念事業
伊藤 伸　ピアノ・リサイタル
●日時／11月12日（月）午後７時開演　●場所／横手市民
会館　●入場料／無料　●問合せ／財団法人　高橋誠悦
育英会事務局 　24－3950

まちなかええどこウォーキング
　歩くことは健康維持につながります。横手のまちなか
を歩きながら美しい自然景観を満喫しませんか。
●日時／11月18日（日）午前９時30分～正午　●集合場所
／横手庁舎市民広場　●参加費／無料　●問合せ／横手
ウォーキングクラブ 鎌田さん 　32－0316

大坂昌彦トリオ　スーパー・ジャズ・ライブ in HIRAKA
●日時／11月30日（金）午後６時30分開演　●場所／浅舞
公民館講堂　●チケット価格／一般2,500円（当日3,000
円）、学生1,500円（当日2,000円）　●問合せ／大坂昌
彦ジャズライブ実行委員会事務局（市教育委員会生涯学
習課）　22－2155

横手読書会11月例会
　俳誌 青嶺同人・かまくら吟社会員石塚節子さんによる、
『俳句と私』と題した講演が行われます。
●日時／11月20日（火）午後２時　●場所／女性センター
（旧働く婦人の家）　●問合せ／横手図書館 　32－2662

認知症サポーター養成講座
●日時／11月17日（土）午後１時～３時30分 ●場所／ね・
ま～れ（十文字駅前通り）　●定員／30名　●申込期限／
11月13日（火）　●申込み／ＮＰＯ法人県南介護サポート
かがやきネット 　36－0068

自然を愛する皆さんの集い
　絵にまつわるお話やジャズライブをお楽しみください。
●日時／11月18日（日）午後１時開演　●場所／レストラ
ン煉瓦屋（寿町）　●参加費／800円（軽食付）　●問合
せ／レストラン煉瓦屋 　33－2811

陶芸教室 陶板でクリスマスツリーレリーフを作ってみよう
●日時／11月11日（日）午前10時～11時30分　●場所／南
部シルバーエリア陶芸室　●参加費／600円 ●定員／20
名　●申込期限／11月９日（金）　●申込み／南部シルバ
ーエリア 　26－3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

idobata  plaza
どばたプラザい

　市報10月15日号５ページでお知らせしま
した「東部環境保全センター工事に伴うご
み分別等についてのお願い」の、改修工事
期間が次のとおり変更となりましたのでお
知らせします。
 変更前　11月３日から15日までの13日間
 変更後　12月３日から13日までの11日間

東部環境保全センター改修工事期間
変更のお知らせ

い
く

お

10
18

い
ち
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向井　勇太さん
　（23歳・平鹿）

佐藤　明美さん
　（39歳・雄物川）

　

勇
太
さ
ん
は
、
介
護
老
人
保
健
施
設
西
風
苑

に
介
護
士
と
し
て
勤
務
。
利
用
者
の
食
事
や
入

浴
な
ど
生
活
全
般
の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

「
人
と
の
関
わ
り
が
好
き
で
選
ん
だ
仕
事
で
す
。

認
知
症
の
方
も
い
ま
す
が
、
人
生
の
先
輩
と
し

て
敬
意
と
親
し
み
を
込
め
て
接
し
て
い
ま
す
」

と
誠
実
に
語
る
、
笑
顔
溢
れ
る
青
年
で
す
。 

◆
自
分
の
性
格
は
？ 

　

前
向
き
だ
と
思
い
ま
す
。
友
人
に
は
優
し
過

　

ぎ
る
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
。 

 

◆
趣
味
は
？

　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
体
を
鍛
え
る
こ
と
。 

◆
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　

更
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
し
て
、
ケ
ア
マ

　

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
取
る
こ
と
で
す
。

増田シルバー
ピンポンズ

佐藤　和雄さん（72歳）
　　タツ子さん（72歳）

（大雄）

　増田シルバーピンポンズは、その名のと
おり高齢者を中心とした卓球サークル。定
年後、第二の人生の健康活動として参加す
る方が多く、現在は35人が所属しています。
　練習は毎週火・木・土曜日の午前９時か
ら。増田体育館などで汗を流しています。
「人の輪を第一に、和やかに楽しくスポー
ツすることがうちのモットー。休憩時間に
お茶を飲みながらの語らいや日帰り旅行な
ど、親睦を深める機会があるのも楽しみの
一つです」と会員の方は語ります。 
　普段の練習以外にも、他地域の卓球クラ
ブや増田高校卓球部との交流もあり、その
交流を通して刺激を受け、腕に磨きをかけ
ているそうです。一瞬の勝負よりも、体力
に合わせ時間をかけて楽しむ、そんな卓球
にあなたも参加してみませんか。 
◆問合せ　梅内さん　45-3357

　

明
美
さ
ん
は
熊
本
県
天
草
諸
島

の
東
部
に
あ
る
上
天
草
市
の
出
身
。

東
京
の
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
時

に
、
夫
の
幹
夫
さ
ん
（
雄
物
川
出

身
）
と
出
逢
い
、
結
婚
。
東
京
で

数
年
間
暮
ら
し
た
後
、
３
年
前
に

引
っ
越
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

横
手
に
き
た
き
っ
か
け
を
「
子

育
て
に
良
い
環
境
を
と
考
え
た
か

ら
」
と
話
す
明
美
さ
ん
。
南
国
の

故
郷
で
は
、
雪
に
接
す
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
雪
と
言
え
ば
ス

キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ
の
雪
景
色
を

想
像
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
　

　

し
か
し
、
実
際
に
暮
ら
し
て
み

る
と
「
雪
が
し
ん
し
ん
と
降
り
積

も
り
、
身
近
な
風
景
が
刻
々
と
変

化
し
て
い
く
様
は
と
て
も
感
慨
深

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
冬
場
は
雪

に
閉
ざ
さ
れ
た
生
活
を
想
像
し
て

い
ま
し
た
が
、
実
際
は
道
路
の
舗

装
が
進
み
、
除
雪
車
も
頻
繁
に
き

て
く
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
心
配
は

全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
」
と
、

イ
メ
ー
ジ
と
の
違
い
を
語
り
ま
す
。

　

現
在
、
明
美
さ
ん
は
雄
物
川
町

国
民
保
養
セ
ン
タ
ー
三
吉
山
荘
に

勤
務
。
お
年
寄
り
に
接
す
る
機
会

も
多
く
、
方
言
に
も
一
年
ほ
ど
で

慣
れ
た
と
の
こ
と
。
明
る
く
親
し

み
や
す
い
人
柄
で
、
は
つ
ら
つ
と

し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
、
結
婚
生
活
50
年
目
を
迎

え
ら
れ
る
佐
藤
さ
ん
ご
夫
婦
。
お

二
人
の
出
会
い
は
52
年
前
の
春
。

横
手
公
園
の
満
開
の
桜
の
下
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
２
年
後
に
結

婚
。
「
当
時
、
こ
こ
で
は
花
嫁
が

集
落
内
の
全
家
へ
嫁
入
り
の
あ
い

さ
つ
を
す
る
と
い
う
風
習
が
あ
り
、

私
も
13
軒
回
っ
た
も
の
で
す
」
と

タ
ツ
子
さ
ん
は
話
し
ま
す
。 

　

結
婚
し
て
か
ら
は
、
農
業
に
勤

し
む
日
々
。
「
土
地
の
条
件
が
悪

く
、
田
仕
事
に
苦
労
を
し
ま
し
た
。

昔
は
よ
く
難
儀
し
て
鍬
で
耕
し
た

も
の
で
す
が
、
今
は
大
型
機
械
で

の
効
率
的
な
作
業
。
ま
る
で
夢
の

よ
う
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
ね
」

と
、
感
慨
深
げ
に
語
る
和
雄
さ
ん
。

　

タ
ツ
子
さ
ん
は
そ
ん
な
和
雄
さ

ん
を
「
誠
実
で
優
し
い
人
。
私
の

苦
労
を
思
い
、
農
機
具
の
機
械
化

を
進
め
て
く
れ
る
な
ど
、
常
に
労

わ
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
語
り
、

感
謝
の
思
い
を
口
に
し
ま
す
。 

　

今
年
は
２
人
の
金
婚
を
祝
い
、

親
戚
の
皆
さ
ん
と
旅
行
を
計
画
中

と
の
こ
と
。
ぜ
ひ
思
い
出
に
残
る
、

素
敵
な
旅
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。

熊本県

上天草市

■面積　126.12k㎡
■人口　33,821人
■世帯　12,361世帯

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ま
ち
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
ん

を
リ
レ
ー
方
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
向
井
さ
ん
は
、

前
回
の
谷
川
さ
ん
か
ら
の
ご
紹
介
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
二
人
で
歳
を
重
ね
た
い

卓球サークル（増田）
福岡県

大分県

宮崎県

鹿児島県

熊本県

く
わ

せ
い
ふ
う
え
ん
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児健診・予防接種乳 乳児健診・予防接種はお住まいの地域で受けてください

療所診
【増田地域】
増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　11月７・14日（水）
　受付時間　13：30～15：30
　診療時間　14：00～15：30
【雄物川地域】
えがおの丘診療所
　診 療 日　11月７・14日（水）
　診療時間　14:30～15:30
大沢診療所
　診 療 日　11月12日（月）
　診療時間　13:30～14:30

お出かけ前にご確認ください
館日休

横手図書館　　11月1・3・12～21日
※11月12日（月）～21日（水）は、蔵書
　点検・整理等のため、長期休館と
　なります。
増田図書館　　11月3・5・12日
平鹿図書館　　11月3・5・12日
雄物川図書館　11月1・5・12日
大森図書館　　11月5・12日
十文字図書館　11月3・5・12日
山内図書館　　11月3・4・10・11日
大雄図書館　　11月3・5・12日
雄物川資料館　11月5・12日
えがおの丘　　11月5・12日
三吉山荘　　　11月6・15日
大森健康温泉　11月5・12日
ゆとりおん大雄　11月1・15日
シルバーエリア　11月5・12日
健康の駅トレーニングセンター　　
　　　　　　　11月7・14日
子どもと老人のふれあいセンター　
　　　　　　　11月5・12日

談相
【横手地域】
無料法律相談
　日　時　11月７日（水）　10：00～15：00（要予約）
　場所・問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
心配ごと相談所
　日　時　11月１・８・15日（木）　９：30～12：00
　場所・問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
行政相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　11月９日（金）　13：00～15：00
　問合せ　横手地域局市民生活課環境・防災担当　32-2703
育児相談
　毎週月曜～金曜日　９:00～17:00
　場所・問合せ　子育て支援センターなかよし　32-6933
社会保険年金相談
　毎週月曜～木曜日　10:00～12:00　13:00～15:00
　場所・問合せ　横手地域局１階相談窓口　32-2111内線2182
【増田地域】　■場所　多目的研修センター
心配ごと相談
　日　時　11月１・８・15日（木）　９:30～12:00
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
心配ごと相談
　日　時　11月７・14日（水）　９:30～12:00
【雄物川地域】
心配ごと相談　■場所　雄物川コミュニティセンター
　日　時　11月５・12日（月）　９：30～12：00
行政相談　■場所　雄物川保健センター
　日　時　11月19日（月）　９：30～12：00
【大森地域】
心配ごと相談所　■場所　高齢者等保健福祉センター
　日　時　11月６・13日（火）　９：30～12：00
健康相談・栄養教室　■場所　大森健康温泉
　日　時　11月16日（金）　10:00～11:00
　問合せ　大森地域局福祉保健課　26-4030
【十文字地域】　■場所　幸福会館
心配ごと相談所
　日　時　11月９・16日（金）　９:30～12:00
【山内地域】　■場所　福祉センター
心配ごと相談所
　日　時　11月６・13日（火）　９:30～12:00
【大雄地域】　■場所　福祉センター
心配ごと相談
　日　時　11月９・16日（金）　９:30～12:00
行政相談　■場所　福祉センター
　日　時　11月16日（金）　９：30～12：00

 

 
　
　
　
　
　
 
　
　
 
　
　
 
　
　

 
　
　
　
　
　
 
　
 
　
　
　
　
　
　

【横手地域】　■場所　横手保健センター
５か月児健康相談（平成19年５月生まれ）
　日　時　11月５日（月）　受付９：30～10：30
12か月児健康相談（平成18年10月生まれ）
　日　時　11月７日（水）　受付９：30～10：30
１歳６か月児健診（平成18年４月生まれ）
　日　時　11月８日（木）　受付12：30～13：30
２歳児歯科健診（平成17年５月生まれ）
　日　時　11月６日（火）　受付13：00～13：30
３歳児健診（平成16年４月生まれ）
　日　時　11月９日（金）　受付12：30～13：30
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
１歳６か月児健診（平成18年３月～４月生まれ）
　日　時　11月８日（木）　受付13：00～13：30
３歳児健診（平成 16年３月～４月生まれ）
　日　時　11月７日（水）　受付13：00～13：30
三種混合予防接種（平成18年３月生まれ、未接種者）
　日　時　11月９日（金）　受付13：00～13：30
ポリオワクチン接種
　日　時　11月14日（水）　受付13：00～13：30
　　１回目対象児　平成19年６月生まれ
　　２回目対象児　平成18年８月～９月生まれ
【大森地域】　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
　　　　　　（12か月児健康相談は大雄福祉センター）
12か月児健康相談（平成18年９月～10月生まれ）
　日　時　11月14日（水）　受付10：00～10：30
２歳児歯科健診（平成17年４月～５月生まれ）
　日　時　11月15日（木）　受付12：00～12：30
【十文字地域】　■場所　幸福会館　
４か月児健診（平成19年６月生まれ）
　日　時　11月６日（火）　受付12：50～13：20 
12か月児健康相談（平成18年10月生まれ）
　日　時　11月６日（火）　受付９：30～９：50
三種混合予防接種（平成19年４月～５月生まれ、未接種児）
　日　時　11月13日（火）　受付12：50～13：20
【山内地域】
４か月児健診（平成19年６月生まれ）　■場所　山内公民館
　日　時　11月７日（水）　受付13：00～13：30
７か月児健診（平成19年３月生まれ）　■場所　山内公民館
　日　時　11月７日（水）　受付13：00～13：30
10か月児健診（平成18年12月生まれ）　■場所　山内公民館
　日　時　11月７日（水）　受付13：00～13：30
12か月児健康相談（平成18年10月生まれ）　■場所　山内公民館
　日　時　11月７日（水）　受付13：00～13：30
１歳６か月児健診（平成18年４月生まれ）　■場所　横手保健センター
　日　時　11月８日（木）　受付12：30～13：30
２歳児歯科健診（平成17年５月生まれ）　■場所　横手保健センター
　日　時　11月６日（火）　受付13：00～13：30
３歳児健診（平成16年４月生まれ）　■場所　横手保健センター
　日　時　11月９日（金）　受付12：30～13：30
【大雄地域】　■場所　大雄福祉センター
　　　　　　（２歳児歯科健診のみ大森町高齢者等保健福祉センター）
４か月児健診（平成19年６月生まれ）
　日　時　11月７日（水）　受付12：00～12：30

７か月児健診（平成19年３月生まれ）
　日　時　11月７日（水）　受付12：00～12：30
10か月児健診（平成18年12月生まれ）
　日　時　11月７日（水）　受付12：00～12：30
12か月児健康相談（平成18年９月～10月生まれ）
　日　時　11月14日（水）　受付10：00～10：30
２歳児歯科健診（平成17年４月～５月生まれ）
　日　時　11月15日（木）　受付12：00～12：30

血日程献
実施時間

10:00～10:50

11:10～12:00

12:20～13:20

14:30～16:00

10:00～11:30

15:00～16:00

11月６日（火）大　雄 全　血

11月９日（金）平　鹿 全　血

種　類献血実施場所

大和更生園

秋田睦合成（株）

（株）宮腰デジタルシステムズ

市役所 大雄庁舎

よねや浅舞店

みちのくコカコーラボトリング（株）・（株）モードアビリエ

月　日 地　域

日当番医休
11月４日（日）
11月11日（日）
11月18日（日）

前郷二番町
寿町
赤川

　36-2221
　32-2163
　36-3711

細谷内科医院
熊谷医院
松井医院
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POST CARD

◎市報11/１号読者プレゼントに応募しますか

１．はい　　　　２．いいえ

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

◎ご氏名

◎ご住所

電話（　　　　）　　　－　　　　

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

◎年齢／　　　　歳　　　　　◎性別／　　男　・　女

フリガナ

横手市前郷字下三枚橋163

横手市役所企画課
　　広報広聴担当 行

PRESEN
TS    PRESEN

TS    PRESEN
TS    PRESEN

TS    PRESEN
TS    PRESEN

TS

【プレゼント応募締め切り＝11月30日（当日消印有効）】
※当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

【提供】 横手市雄物川町 株式会社 田園　22-4186

読者同士の交流や情報
交換に、いろいろな声
をお寄せください。

ふれあい
　語り合い

11１
2007

たより市報よ
こて

　　お便りをくださった方に、抽選で
横手市の特産品等をプレゼントします。

（9/16～10/15日到着分）

横手のうま味を丸ごと凝縮
本格派 横手地ソース「極黒」
　タマネギ、ニンジン、セ
ロリなど、横手の野菜のう
ま味をそのまま生かし、リ
ンゴジュース、大森ワイン
といった横手のおいしさを
ふんだんに使用した、横手
地ソース「極黒」第２弾が
今年も完成しました。
　「極黒」は「食のまち横
手」を全国的に売り込むため昨年、横手市、食品
メーカー、流通業者など、地元の産学官12団体が
参加し、横手地ソース研究会を発足させ開発した
もので、発売と同時に本物の味が受け、想像以上
の売れ行きで品切れとなりました。
　今年は天候にも恵まれ、素材となる野菜、果物
の品質も上々。さらに美味しいソースに仕上がっ
た、横手地ソース「極黒」の中濃、ウスター２本
セット（各200ml入り）を５名様にプレゼント。

心
一
つ
で
頑
張
っ
た
秋
祭
り

「
Ｔ
・
Ｅ
」
さ
ん

（
63
歳
／
平
鹿
）

　

今
年
も
八
幡
神
社
の
祭
典
が
や
っ
て
き

た
。
高
齢
化
に
伴
い
大
変
な
行
事
の
一
つ

だ
。
そ
の
う
え
数
十
年
ぶ
り
に
お
宿
が
あ

た
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
も
う
年
番
の
大

変
さ
は
口
で
言
い
表
わ
せ
る
も
の
で
は
な

い
。
毎
夜
７
時
、
若
い
人
も
年
老
い
た
人

も
み
な
集
ま
り
、
祭
り
に
向
け
て
の
準
備
。

秋
の
夜
は
長
い
か
ら
い
い
よ
う
な
も
の
の
、

皆
疲
れ
た
の
一
言
も
言
わ
ず
に
頑
張
る
。

祭
典
当
日
、
雨
の
中
夢
中
で
山
車
を
引
っ

張
っ
て
頑
張
っ
て
く
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当

に
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。
最
後
の
「
か

さ
お
さ
め
」
も
皆
さ
ん
お
め
か
し
し
て
心

か
ら
の
笑
顔
で
し
た
。
本
当
に
み
ん
な
頑

張
っ
て
よ
か
っ
た
ね
。

秋
雨
前
線
お
そ
る
べ
し
!!

「
Ｙ
・
Ｙ
」
さ
ん

（
26
歳
／
横
手
）

　

９
月
は
本
当
に
雨
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。

秋
田
は
水
害
の
少
な
い
所
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
の
秋
雨
前
線
で
は
県
内

各
地
で
被
害
を
受
け
た
様
子
を
Ｔ
Ｖ
で
み

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
う
ち
の
近
く
の

横
手
川
も
か
な
り
増
水
し
て
怖
い
思
い
を

し
ま
し
た
が
、
水
防
団
の
方
が
警
戒
に
あ

た
っ
て
下
さ
り
心
強
か
っ
た
で
す
。
し
か

し
実
家
の
男
鹿
の
方
で
は
在
来
線
も
止
ま

っ
て
収
穫
待
ち
の
稲
が
水
没
し
て
床
上
浸

水
な
ど
も
あ
っ
た
よ
う
で
…
心
配
で
す
。

実
り
の
秋
と
浮
か
れ
て
ば
か
り
も
い
ら
れ

な
い
で
す
ね
。

仕
事
仲
間

「
い
の
こ
」
さ
ん

（
39
歳
／
大
雄
）

　

今
仕
事
場
で
私
は
洗
濯
物
を
た
た
ん
で

い
ま
す
。
そ
こ
で
は
手
伝
い
の
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
、
お
昼
か
ら
２
時
間
程
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
「
お
給
料
日
だ

な
、
今
日
」
な
ん
て
話
し
た
ら
「
お
ら
も

毎
日
仕
事
し
て
い
る
か
ら
、
お
ら
に
も
く

れ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
考
え
て
み
た
ら

毎
日
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
て
、
お
金
を
も

ら
っ
て
な
い
の
は
お
か
し
い
な
と
不
思
議

な
気
持
ち
に
な
り
、
ち
ょ
っ
と
笑
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て

ず
っ
と
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

一
杯
の
ビ
ー
ル

「
枝
豆
大
好
き
」
さ
ん

（
56
歳
／
平
鹿
）

　

今
年
の
夏
は
本
当
に
暑
か
っ
た
で
す
ね
。

日
中
、
出
荷
作
業
に
お
わ
れ
て
、
時
間
と

の
闘
い
で
流
し
た
汗
の
量
は
飲
ん
だ
分
だ

け
滝
の
よ
う
に
…
。
で
も
楽
し
み
で
も
あ

り
ま
し
た
。
一
日
の
仕
事
を
終
え
シ
ャ
ワ

ー
を
浴
び
、
ご
は
ん
前
の
冷
え
た
ビ
ー
ル

を
キ
ュ
ー
!!
と
一
杯
？
二
杯
？
体
が
キ
ュ

ー
!!
と
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。
秋
の
虫
が

鳴
く
今
日
も
キ
ュ
ー
!!
と
楽
し
ん
で
ま
す
。

大
分
女
子
ホ
ッ
ケ
ー

「
一
真
バ
ア
ヤ
ン
」
さ
ん

（
58
歳
／
横
手
）

　

主
人
が
国
体
選
手
の
送
迎
を
す
る
事
に

な
り
、
今
年
は
孫
も
生
ま
れ
、
良
い
事
が

重
な
っ
た
と
二
人
で
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

大
分
の
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
の
皆
さ
ん
は
「
秋

田
の
人
は
優
し
く
て
親
切
、
食
べ
物
も
お

い
し
い
し
、
特
に
ご
は
ん
は
最
高
」
と
言

っ
た
そ
う
で
す
。
主
人
も
お
と
う
さ
ん
と

呼
ば
れ
、
来
年
は
是
非
大
分
に
来
て
と
言

わ
れ
て
行
く
気
満
々
で
す
。
皆
さ
ん
、
ご

く
ろ
う
様
で
し
た
。

布
ぞ
う
り

「
Ｙ
・
Ｓ
」
さ
ん

（
67
歳
／
平
鹿
）

　

近
頃
よ
く
耳
に
す
る
「
布
ぞ
う
り
」
。

友
人
が
作
り
方
を
覚
え
て
き
た
と
い
う
の

で
さ
っ
そ
く
古
布
持
参
で
講
習
。
型
が
揃

わ
ず
、
と
て
も
履
け
そ
う
も
な
い
。
そ
ば

で
主
人
が
「
あ
ま
り
細
く
し
ね
ぇ
で
！
」

と
口
を
は
さ
む
。
ま
す
ま
す
変
な
形
に
…
。

で
も
次
第
に
要
領
を
つ
か
み
、
な
ん
と
か

出
来
上
が
り
。
ヤ
ッ
タ
〜
。
自
信
も
つ
い

て
ド
ン
ド
ン
つ
く
り
、
知
人
に
も
お
み
や

げ
に
。
う
・
れ
・
し
・
い
。

バ
ッ
パ
の
想
い
出

「
夢
み
る
お
ば
さ
ん
」
さ
ん

（
52
歳
／
雄
物
川
）

　

春
に
主
人
が
手
術
を
し
、
掃
除
機
の
音

が
神
経
に
さ
わ
る
と
い
う
こ
と
で
、
ど
う

し
よ
う
か
と
悩
み
ま
し
た
。
ふ
と
、
バ
ッ

パ
が
生
き
て
い
た
頃
お
茶
が
ら
や
新
聞
紙

を
水
に
ふ
や
か
し
、
そ
れ
を
ま
い
て
ほ
う

き
で
掃
い
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
即
実
行
!!
掃
除
機
の
入
ら
な
い
所
や

床
も
心
な
し
か
気
持
ち
い
い
。
ハ
マ
ッ
て

い
ま
す
。
主
人
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

バ
ッ
パ
は
昔
の
人
の
教
え
は
、
は
ず
れ
な

い
と
よ
く
言
う
人
で
し
た
。
東
京
か
ら
帰

っ
た
時
、
糸
の
先
に
針
を
い
っ
ぱ
い
刺
し

て
く
れ
と
願
わ
れ
ま
し
た
。
面
倒
だ
な
ぁ

と
思
っ
た
も
の
で
し
た
。
私
は
バ
ッ
パ
に

な
っ
て
も
い
な
い
の
に
針
穴
に
糸
が
通
り

ま
せ
ん
。
で
も
今
は
と
っ
て
も
い
い
も
の

が
あ
る
ん
だ
よ
、
バ
ッ
パ
。

入
園
申
込
み「

マ
マ
３
歳
」
さ
ん

（
26
歳
／
平
鹿
）

　

長
か
っ
た
よ
う
な
…
短
か
っ
た
よ
う
な

…
子
供
も
３
歳
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て

の
子
育
て
に
戸
惑
い
も
多
く
、
笑
い
あ
り
、

涙
あ
り
の
毎
日
で
し
た
。
ふ
と
回
り
を
見

る
と
共
働
き
の
夫
婦
が
多
く
、
私
も
働
こ

う
か
と
思
い
ま
し
た
が
〝
生
活
は
苦
し
く

て
も
、
も
っ
と
大
切
な
時
間
が
今
こ
こ
に

あ
る
〞
と
信
じ
、
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
子
供
も
来
年
か
ら
は
保
育
園
で
す
。

申
込
み
が
始
ま
っ
た
事
を
知
り
、
い
ざ
入

園
す
る
と
な
る
と
さ
み
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

秋
に
な
る
と
思
わ
ず
歌
い
た
く
な
る
！

「
干
し
ぶ
ど
う
バ
バ
ァ
」
さ
ん

（
46
歳
／
大
森
）

　

秋
晴
れ
の
休
日
に
娘
と
で
ち
ょ
っ
と
遠

出
し
た
時
の
こ
と
。
私
が
車
の
中
で
昔
、

祖
母
か
ら
教
わ
っ
た
「
米
節
？
」
を
唄
っ

た
時
、
娘
に
「
何
そ
れ
！
」
と
聞
か
れ
、

お
米
が
出
来
る
ま
で
88
回
も
の
手
間
が
か

か
る
事
、
お
米
一
つ
も
粗
末
に
出
来
な
い

事
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
唄
が
よ

ほ
ど
耳
に
残
っ
た
ら
し
く
今
で
は
娘
の
鼻

う
た
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
が

い
ず
れ
出
来
る
で
あ
ろ
う
娘
の
子
供
に
も

伝
え
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

時
計
好
き
の
息
子

「
Ｔ
・
Ｃ
」
さ
ん

（
41
歳
／
横
手
）

　

３
才
の
息
子
は
大
の
時
計
好
き
。
旧
横

手
市
内
の
公
共
施
設
の
時
計
は
、
ほ
ぼ
熟

知
し
て
い
ま
す
。
特
に
好
き
な
の
は
、
か

ま
く
ら
館
の
か
ら
く
り
時
計
と
旧
横
手
市

役
所
の
広
場
に
あ
る
12
時
に
だ
け
鳴
る
鐘
。

か
ら
く
り
時
計
も
10
時
、
12
時
、
３
時
に

し
か
鳴
り
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
も
と
て
も
楽

し
く
素
敵
な
の
で
、
毎
時
間
で
も
鳴
っ
て

ほ
し
い
な
ぁ
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
地

元
の
方
も
な
か
な
か
見
る
機
会
が
な
い
と

思
い
ま
す
が
是
非
足
を
止
め
て
み
て
下
さ

い
。
息
子
の
お
か
げ
で
発
見
の
毎
日
で
す
。

　

子
ど
も
と
一
緒
に
出
か
け
る
と
、
自
分

が
見
慣
れ
た
場
所
や
物
が
子
ど
も
の
目
に

は
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
物
に
映
る
よ
う
で
、

い
つ
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
純
粋
な

気
持
ち
を
大
切
に
し
て
行
き
た
い
で
す
ね
。



46
年
振
り
の
秋
田
県
開
催
と
な
っ
た

国
体
。
初
め
て
見
、
体
験
す
る
こ
と

ば
か
り
に
心
が
躍
る
。
選
手
た
ち
が

続
々
と
市
内
入
り
す
る
に
つ
れ
、
高

ま
る
緊
張
感
。
試
合
で
は
、
選
手
た

ち
の
見
事
な
プ
レ
ー
と
湧
き
上
が
る

大
歓
声
。
こ
の
感
動
を
伝
え
た
い
と

夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。
ふ

と
辺
り
を
見
渡
せ
ば
、
趣
向
が
凝
ら

さ
れ
た
会
場
内
。
こ
こ
に
至
る
ま
で

支
え
て
く
れ
た
、
た
く
さ
ん
の
方
の

思
い
が
凝
縮
さ
れ
た
場
所
で
あ
る
こ

と
に
気
付
く
。
県
内
外
を
問
わ
ず
、

送
ら
れ
る
温
か
な
応
援
。
そ
し
て
横

手
の
お
も
て
な
し
の「
心
」を
十
分
に

伝
え
ら
れ
た
と
思
う
。
（
小
百
合
）

あ 

と 

が 

き
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秋
の
風
物
詩
と
し
て
、
人
々
を
魅
了
す
る
菊
人
形
。

色
鮮
や
か
な
花
を
ま
と
っ
た
人
形
た
ち
は
、
見
る
者
を

リ
ア
ル
な
歴
史
絵
巻
へ
と
誘
う
。
生
花
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
て
表
現
さ
れ
る
、
豊
か
な
芸
術
作
品
で
あ
る
。 

　

そ
も
そ
も
、
菊
人
形
の
誕
生
は
江
戸
時
代
。
富
士
山

や
屋
形
船
な
ど
を
真
似
た
菊
細
工
が
盛
ん
な
時
代
で
、

幕
末
の
大
衆
文
化
と
し
て
登
場
。
全
国
各
地
で
制
作
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
横
手
の
菊
人
形
ま
つ
り
が
始
ま
っ

た
の
は
昭
和
44
年
。
そ
こ
に
は
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
人

形
づ
く
り
を
支
え
て
き
た
巧
た
ち
が
い
る
。
そ
の
名
は

「
菊
師
」
。
菊
を
巧
み
に
操
る
職
人
だ
。 

　

菊
人
形
の
胴
体
は
、
竹
籤
に
藁
を
巻
い
た
「
巻
藁
」
。

巧
は
こ
の
巻
藁
に
ヒ
バ
と
、
根
に
水
苔
を
巻
い
た
菊
を

結
び
つ
け
て
い
く
。
枝
の
曲
げ
具
合
で
、
身
体
の
ふ
く

ら
み
や
着
物
を
着
た
状
態
を
表
現
す
る
、
ま
さ
に
巧
の

腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
だ
。 

　

「
こ
の
『
菊
付
け
』
と
い
う
作
業
は
、
生
き
た
菊
が

相
手
。
菊
の
種
類
や
咲
き
具
合
、
表
現
し
た
い
ラ
イ
ン

な
ど
に
よ
っ
て
選
ぶ
菊
も
異
な
っ
て
く
る
。
一
番
気
を

使
う
と
こ
ろ
だ
よ
」
と
巧
は
力
強
く
語
る
。 

　

一
輪
、
一
輪
と
花
が
増
え
る
に
つ
れ
、
人
形
に
み
る

み
る
み
な
ぎ
っ
て
い
く
生
気
。
そ
の
様
に
巧
は
「
菊
師

と
し
て
、
自
分
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
せ
っ
か
く
の

伝
統
を
失
く
し
た
く
な
い
、
そ
の
思
い
で
こ
の
仕
事
を

引
き
継
い
だ
。
今
は
た
だ
、
皆
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
作

品
づ
く
り
に
全
て
を
捧
げ
て
い
る
」
と
静
か
に
微
笑
。

新
生
、
巧
の
挑
戦
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

松井　勇さん（69歳）

昭和17年、横手市生まれ。観賞用
の菊づくりに20年以上携わり、横
手市菊花展では総合優勝を５回受
賞。昨年から菊人形の菊師として
活躍。

まつい　いさむ

人形に菊で命を吹き込む 
　　　　　伝統の技を継承

ひ
ご

わ
ら
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今月の一冊

　10aあたり米600㎏と赤トンボ10匹が生産される田と、
米400㎏と赤トンボ5000匹がなる田とではどちらが価
値あるのか？本書はこの問いへの哲学的・科学的、そ
して農学的考察ともいえる。
　99年に制定された「食料・農業・農村基本法」にお
いて農業の「多面的機能」が規定された。私たちがイ
メージする自然とは農の営みがつくりあげてきたもの
だとしたら、農とはもっと豊穣な営みであるはず。
　本書は、農業改良普及員であった著者が社会人入学
した九州大大学院に提出した学位論文を基にしている。
百姓として新しい農学の構築を目論みつつ、生産と消
費という二項図式の転換を迫る異端の農学書。　

雄物川図書館　主任　金子亮朋

◇◇◇◇ 図書館からのお知らせ ◇◇◇◇

図書館だより

あ 

と 

が 

き

題 名「 」

図書館ホームページ（利用案内・蔵書検索・予約など）
http://www.city.yokote.lg.jp/kakuka/toshokan/library_introduction.jsp
※最寄りの図書館ですべての館の蔵書を借りることができます。
■問合せ　雄物川（中央）図書館　22-2300　または最寄りの図書館まで

市報を通じて皆さんに伝えたいことや聞きたいこと、日頃考えて
いることなどを「読者の声」としてお寄せください。

新着図書の紹介

◇◇◇　蔵書点検による臨時休館のお知らせ　◇◇◇
・11月12日～21日／横手図書館
・11月27日～12月２日／十文字図書館

◇◇◇　定例おはなし会（会場は各図書館） ◇◇◇
・11月10日（土）午前10時30分／十文字図書館
・11月11日（日）午前10時30分／横手図書館
・11月18日（日）午前10時30分／雄物川・大森図書館
・11月24日（土）午後２時／増田図書館

◇◇◇　平鹿図書館・図書館講座　◇◇◇
・11月26日（月）午後２時／平鹿生涯学習センターにて
　「横手地域郷土史研究の先人達」詳しくは平鹿図書館

◎一般図書　　　　　　　    
　○「秋田県の山」／佐々木民秀 [平・雄]
　○「私訳歎異抄」／親鸞・五木寛之 [平・雄・森]
　○「野の鳥は野に」／小林照幸 [十]
　○「怪獣記」／高野秀行 [雄]
　○「官邸崩壊」／上杉隆 [横・平・雄・十]
　○「ゆうちょ銀行」／有田哲文 [平・雄・十]
　○「下流社会 第２章」／三浦展 [平・森]
　○「いじめられない力」／河相我聞 [横]
　○「いつまでもデブと思うなよ」／岡田斗司夫 [平・雄]
　○「バイオダイナミック農法入門」 [雄]
　○「甘党流れ旅」／酒井順子 [横]
　○「賢治短歌へ」／佐藤通雅 [雄]
　○「楽園にようこそ」／高橋克彦 [横・雄]
　○「夕映え」／宇江佐真理 [横・増・雄]
◎児童図書・絵本
　○「いいからいいから ２」 [横・雄・森・十]
　○「フーさん」／ハンヌ・マケラ [雄]

「天地有情の農学」／宇根 豊（コモンズ）

[　]内は所蔵館名
横=横手、増=増田、平=平鹿、雄=雄物川
森=大森、十=十文字、大=大雄、山=山内

『読書に関する作品コンクール』応募作品を募
集しています。詳しくは最寄りの図書館まで。
（締切11月末日）

う じょう

し やく たん に しょう

みち まさ



秋田わか杉国体陸上成年女子100mハードル決
勝。横手が生んだ陸上競技界の第一人者、茂
木智子選手は、このレースで長い競技生活を
締めくくった（関連記事11ページ）。

未来を見つめながら・・・
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

イベントカレンダーE

平鹿りんご味覚まつり（10：00～15：00、ときめき
交流センター『ゆっぷる』）

霜月神楽（19：00～８日6：00、波宇志別神社里宮
神殿）

Pick uppPick upPick up

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● Pick uppPick upPick up
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南部シルバーエリア無料映写会のお知らせ
◆上映時間／午後１時～
　11日（日） 「森のリトル・ギャング」　【83分】
　18日（日） 「ワンピース 呪われた聖剣」
　　　　　　　　　　　　 　　　　 【95分】
◆問合せ／南部シルバーエリア　26－3880

11月1日～11月17日

発行／横手市役所　　0182-35-2111（代）
編集・デザイン／総務企画部 企画課
〒013-8601　横手市前郷字下三枚橋163
TEL:0182-35-2162　FAX:0182-33-6061
ホームページアドレス／http://www.city.yokote.lg.jp/

■11月18日（日）
第５回横手市増田
『民俗芸能
 フェスティバル』

■11月７日（水）・８日（木）
霜月神楽
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●ＪＢＬ横手市増田大会
　アイシンVSオーエスジー
　日本バスケットボール界のトッププレー
をご観戦ください。
日　時／11月４日（日）8：00開場
場　所／増田体育館
入場料／一般2,000円・中高生1,500円・小
　　　　学生1,000円、※前売り500円引き
問合せ／横手市増田バスケットボール協会
　　　　　45－3660

●パッチワークキルト・
　エムハート10周年記念作品展
日時／11月３日（土）・４日（日）、9：30～
場所／秋田ふるさと村ドーム劇場（入場無料）

●SHI KI SHI（色紙）展
　～１枚の色紙に込められた想い～
　増田まんが美術館では、平成12年度に行
われた『矢口高雄氏マンガ家生活30周年記
念式典』の際に、国内の著名なマンガ家か
ら矢口氏に贈られたお祝い色紙を展示して
います。ぜひご覧ください。（入場無料）
展示期間／12月９日（日）まで
場　　所／増田ふれあいプラザ企画展示室

－

　増田地域には古くから続
く民俗芸能が存在しますが、
近年後継者不足などの課題
を抱えています。地域の民
俗芸能保存会では、芸能の
保存・継承のため、後継者
育成に努めていますが、こ
の度その成果を披露する『民俗芸能フェスティバル』を開催
します。
　ふだん目にすることが難しい県内外の民俗芸能保存会の協
力を得て、10団体が出演します。ぜひご来場ください。
◆日　　時／11月18日（日）午後０時30分～５時（正午開場）
◆場　　所／増田ふれあいプラザ・コンベンションホール
◆入 場 料／無料
◆出演団体／八木番楽保存会、戸波郷土芸能保存会、福嶋サ
　イサイ囃子保存会、増田盆おどり保存会、櫻林御鷹太鼓、
　仁井田番楽保存会、深間内神楽保存会、飯田川鷺舞保存会、
　猿倉人形野中人形芝居、岩崎鬼剣舞保存会（岩手県北上市）
◆問 合 せ／増田地域センター（増田ふれあいプラザ内）
　　　　　　　45－5556

　国指定重要無形民俗文化財
『保呂羽山の霜月神楽』は、
保呂羽山波宇志別神社に伝わ
る貴重な神事で、1200年以上
の歴史があり、純神道の湯立
神楽としては日本最古のもの
です。
　毎年、霜月11月７日の夕方
から８日の朝にかけ、神に今

年の収穫を感謝し、来る年の五穀豊穣を祈って、33の神事が
夜を徹して行われます。
　神祭の形態は、近郷の神官が祭主の神殿に集まり神楽を行
う寄合神楽で、その形態が明治初期に廃絶した伊勢の霜月の
寄合神楽に似ていることから、その形態を伝える貴重な神楽
とされています。
◆日　時／11月７日（水）午後７時～８日（木）午前６時
◆場　所／波宇志別神社里宮神殿
◆問合せ／市教育委員会文化財保護課　24－3480
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